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日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海
外

の
日
本
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

研
究
と

い
う
人
間
の
営
み
は
、

フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
議
論
や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究
者
が
自
由

な

テ
ー
マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な

「
広
場
」

を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー
ラ

ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

河

A
口

隹
†
雄
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一
.

は

じ

め

に

最
近
、

日

ロ
関
係

は
お
も

に
政
治
経
済

問
題
が
論

じ
ら
れ

て

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

に

と

っ
て
人
間

の
個
人
的

・
文
化
的
関
係
は
重
要

で
す
。

民
族

交
流
関
係

は
ま
ず
第

一
に
文
化

の
出
会

い
の
意
味

を
も

っ
て

い
る

の
は
明

ら
か

で
す
。

あ
め

の

み

こ
の
意
味
で
古
代
日
本
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奈
良
時
代
以
前
の
神
話
に
現
れ
た
天
之
御

な
か
ぬ
し

の
み
こ
と

中

主

尊

・
仏
教
と
道
教

の
思
想
は
中
央

ア
ジ

ア

・
天
竺

・
中
国
な
ど
古
代
文

化
交
流

の
実

な

の
で
す
。

正
倉
院

の
宝
物

に
代
表

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
古
代

・
中
古

日
本

に
お

い
て
国
際
的

な
文
化
交

流

は
盛

ん
で
し
た
。

一
1
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奈
良
時
代
以
来
存
続
す
る
校
倉
造
り
の
建
物
に
、
当
時

の
国
際
色
豊
か
な
宮
廷
文
化
の
様
子
を
物
語
る
数

多
く
の
品
々
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
品

々
は
正
倉
院
宝
物
と
呼
ば
れ
、
天
平
文
化
の
余
呑
を
伝

え
る
高
貴
な
宝
物
群
と
し
て
世
界
的
に
も
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。



一
九

六
〇
年

に
上
海
大
学

の
調
査
団

は

ア
ジ

ア
に
伝

わ
る
説
話
を

調

べ
、

「平
安
初

期

の
物

語

『竹
取
物
語
』

は
チ
ベ

ッ
ト
に
伝

わ
る
物
語

と
類
似
し

て

い
る
」
と
報
告
し

て

い
ま
す
。
形

式
も
内
容
も
ほ
と

ん
ど
お
な
じ

で
す
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人

が
初

め
て
日
本
を
知

る
こ
と

に
な

っ
た

の
は

マ
ル

コ

・
ポ

ー

ロ
が

口
述
し
た

『東
方
見
聞
録
』

(
一
二
九

八
年
)

で
す

。

マ
ル

コ

・
ポ
ー

ロ
は
日
本

に
き
た

こ
と
は
あ
り
ま

せ

ん
。
長
年
滞
在

し
た

中
国

で
日
本

の
情
報

に
接

し

「
黄
金

に
輝

い
て

い
る
宝

島
、
ジ

パ

ン
グ
」

伝

説
を

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
広

め
ま

し
た
。

一
五
四
三
年
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
人
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
し

て
は
初
め

て
種
子
島

に
到
来
し
ま

し
た
。

一
五
四
九
年

八
月
十

五
日
、

フ
ラ
ン
シ
ス

コ

・
ザ
ビ

エ
ル
が
鹿

児
島

に
到
着

し
ま
し
た
。
日
本

に
キ
リ

ス
ト
教

の
世
紀

が
始
ま

っ
た

の
で
す
。
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そ

の
当
時

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
は
イ

エ
ズ

ス
会
等

の
宣
教
師

た
ち
を

通
じ

て
、
キ
リ

ス
ト
教
だ
け

で
な
く
古

代
ギ

リ
シ
ア

・
ロ
ー

マ
の
文
学
作
品
を
含
む

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
文
化

を
日
本
に
持

ち
込
み

ま
し
た
。

こ
の
事

実
は
日
欧
文
化

の
出
会

い
の

一
つ
の
出
来
事

に
な
り

ま
し
た
。
国
際
貿

易
を

し

て

い
る

ロ
シ

ア
の
事
も

あ
き
ら

か
に
な
り
ま

し
た
。
大
槻
玄
沢

(
一
七

五
七
-

一
八
二
七
)

は
次

の
よ
う

に
書

い
て

い
ま
す
。



我

国

に
て

[オ

ロ
シ
ヤ
」

と

い
ふ
名
は
、
近
き
安
永
、
天
明

の
頃
よ
り

し
て
、
地
は

い
つ

れ

の
方
角

と

い

ふ
事
は
弁

へ
ね
ど

も
、
人

々
ロ
に
す

る
事

な
り

し
が
、

こ
れ
は
百

五
十
年
も

百
年
も
以
前

よ
り

い
ふ

闥
ム

ス

コ
ビ
ヤ
」

の
事
な
り

…
こ
の
国
、
皮

革
に
名
あ
り
、
蛮
舶

、
こ
の
土
産
を

国

に
齎
し
来

り

、
そ

の
産
を

以

て
賈
人
皮

の
名
と
す

…
こ

の
ム

ス

コ
ビ
ヤ
は
、
も

と
都
府

の
名

に
し

て
、
全

州

の
総

名

と
な

る
と
そ

、

　

惣
洲

の
本
名
は
リ

ュ
シ
ア
又

ヲ

ロ
シ

ー
ア
、
又
オ

ロ
シ
イ

ス

コ
イ

と
も
云
ふ
よ
し
。

江
戸
時
代

の
初

め
に
、
幕
府

の
鎖

国
令

に
よ

っ
て
日
本

の
国
際
交
流
は
と
だ
え
、
遠
洋
航
海

用

の
船
を

つ
く

る
事
を
止

め
、
船

は
太

平
洋

に
航
海
す

る
事

が

ほ
と

ん
ど
出
来
な
く

な
り
ま

し

た
。
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二
.
日
本
に
関
す
る
最
初

の
記
録

日
本
が

ロ
シ
ア
の
地
図

に
は
じ
め

て
登
場
す

る

の
は
、

一
六
五
五
年

か
ら

一
六
六
七
年

に
か

け

て
編
集

さ

れ
た

『世
界

図
』

(区
o
。。
竃
o
愚

9
9
目

)

(オ

ラ

ン
ダ

の
地

理
学
者

メ
ル
カ
ト
ー

ル

ヨ

ζ
奠
0
9
自

の

『地
図
帖
』

(
一
五
六
九
年
)
を
見
本

と
し
た
作

品
)

で
す
。
地

図
と
し

て
は
粗

末

で
し
た
が
、

こ

の
図

に
示

さ
れ
た
ヤ
パ

ン
は
、
日
本

へ
の
関
心
を
深
め

て

い
く
契
機
と
な
り



ま
し
た
。
地
図
以
外

に

「
イ

ア
ポ

ニ
ア
即
ち

ヤ
ポ

ン
島
」

の
章

が
日
本

の
気
候

、
自
然

、
人
民

の
宗

教
、
国
政

な
ど

の
事
を
含

ん

で

い
ま

す
。

「
日
本

人
は
頭

の
回
転
が
速
く

…
性

質

は
無
慈

悲

で
す
」
と
。

モ
ル
ダ
ヴ
ィ

ア
生
ま

れ

の
ギ
リ
シ

ア
人
、
当

時

の
ロ
シ
ア
使
節
局

の
通
訳
官
、

ニ
コ
ラ
イ

・

ス
パ

フ
ァ
ー
リ
イ

(缶
罠

o
旨
惹

○
墨

兮
巷

§

)
は
、

一
六
七
五
年

二
月

に
通
商
関
係
を
結

ぶ
使

節
官

と
し

て
北
京

に
派
遣

さ
れ
、

一
六
七

八
年

モ
ス
ク

ワ
に
帰

っ
て
二
部
か
ら
な

る
手
記
を
使

節

局

へ
提
出
し
ま
し
た
。
第

一
部

は
旅
行
記
、
第

二
部

は
中

国
、

ア
ム
ー

ル
、
サ

ハ
リ
ン
、
日

本
、
朝

鮮

の
情
報
を
含
む
記
録

で
す
。

こ

の
本

の
五
八
章

に
よ
る
日
本

に

つ
い
て
の
記
録
は
北

　

京
滞
在

中
に
得

た
事

が
あ
き
ら
か

で
す
。

ロ
シ
ア
は
清
国
と

の
ネ

ル
チ

ン
ス
ク
条
約

(
一
六
八

九
年
)

に
よ

っ
て
ア
ム
ー

ル
流
域

の
支
配
を
阻
止
さ
れ
、
通
商

・
植
民
政
策

の
方
向

を
カ

ム
チ

ャ

ッ
カ
に
転

じ
ま

し
た
。
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十

八
世
紀

に
入

る
と

ロ
シ

ア
に
お
け
る
日
本
情
報

は
日
本
人
漂
流
民

か
ら
直
接
聴
取
す

る
時

代

に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
日
本

で
は
鎖
国
政
治

が
強
化

さ
れ

て

い
ま
し
た
。



三
.

ロ
シ
ア
初

の
日
本
情
報
を
伝
え
た
漂
流
民

ロ
シ

ア
で
記
録

さ
れ
た
最
初

の
日
本

人
漂
流
民
は

デ

ン
ベ
イ

(伝

兵
衛
)
で
す

。
カ

ム
チ

ャ
ッ

カ
を
初
め

て
征
服

し
た

コ
サ

ッ
ク
五
十

人
隊
長

ウ

ラ
ジ
ー
ミ

ル
・
ア
ト

ラ
ー

ソ

フ
(
しd
自
眷

昌
ζ
扈

≧

蠧

8
しd
)

は
カ
ム
チ

ャ

ッ
カ
探
検
を
行

っ
て
そ

の
半
島

の
南

部

の
カ
ム
チ

ャ
ダ

ー
ル
人
部
落

を
制
圧

し
ま

し
た
。

そ

の
折

に
、
イ
チ

ャ
湖
畔

に
漂
着

し

て
滞

在
し

て

い
た

「ギ

リ
シ
ア
人

の

よ
う
な
囚
人
」

の
消
息
を
伝
え

聞

い
て
、
そ

の

「
囚
人
」
を
訪
ね
、
約

二
年
間

カ
ム
チ

ャ
ッ
カ

で
生
活
を
共

に
し
ま
す

。
こ

の
間
に

デ
ン
ベ
イ
は

ロ
シ
ア
語
を
習
得
し
、

ア
ト
ラ
ー

ソ
フ
は
彼

を
当
時

の
首
都

モ
ス
ク

ワ
に
連

れ

て
行

き
ま
し
た
。

ア
ト

ラ
ー
ソ

フ
は

「第

一
物
語
」
を

一
七

〇
〇
年

六
月

ヤ
ク
ー

ツ
ク
支
局

に
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ

の
囚
人

は
ウ
ザ
カ

〔大

坂
〕

国

の
者
で

あ

る
。

こ

の
国
は

HZ
u
O

(江
戸
)

の
支

配

下
に
あ

る
。

一
七

〇

一
年

二
月

モ
ス
ク

ワ
の
シ

ベ
リ
ァ
局

に

「
第

二
物
語

」
を

提
出

し
た

。

一5一

 

デ
ン
ベ
イ
自
身

が

シ

ベ
リ

ア
局

で

一
七
〇

二
年

一
月

に
行

っ
た

「
デ
ン
ベ
イ

の
陳
述
」

は
、

日
本

人
が

ロ
シ
ア
人

に
直
接
与
え
た
最
初

の
日
本
情
報

で
す
。

ア
ト

ラ
ー

ソ
フ
の

「
物
語
」

の



最
後

の
ペ
ー
ジ

に
あ

る
記
録

は

(お
そ
ら

く

、

日
本

の
原
文

を

ロ
シ

ア
人

が

コ
ピ

ー
し

た
)

「万
九

ひ
ち
屋
た

に
万
ち
と
本
り
立
半

ん
に
す

む
伝

兵
衛
」

と
読
め
ま
す

。
大
阪

の
質

屋

「万

　

九
」
谷
町
通
り
立
半

町

に
住

む
と
解
釈

さ
れ
ま
す

。

ア
ト

ラ
ー

ソ
フ
の
ヤ

ク
ー

ツ
ク
で

の
記
緑

に
よ
れ
ば

、
デ

ン
ベ
イ
は

一
六
九
五
年

大
坂

("
ウ

ザ
カ
"
)

か
ら
十

二
隻

の
船

で
江
戸

("
イ

ン
ド
"
)

に
穀
物

や
高
価

な
商
品

を
積

ん
で
向

か

っ

た
が
、
暴

風
雨

に
遇

っ
て
帆
柱
を
折
ら
れ
六

カ
月
漂
流

し
て
カ
ム
チ

ャ

ッ
カ
に
漂
着

し
た
と
記

さ
れ

て

い
ま
す

。
十

二
名

の
乗
組
員

の
う

ち

三
名

が

「
ク
リ
ー

ル
人

の
農
民
」

に
捕

え
ら

れ
、

残
り

は
行
方

不
明
と
な
り
、
三
名

の
う

ち

二
名

は

「く

さ

っ
た
魚
と
草
木

の
根
」

の
た
め
に
死

亡

し

て
い
た
。

デ
ン
ベ
イ
は

一
六
九
九
年

ヤ
ク
ー

ツ
ク
に
お
く
ら

れ
、

一
七

〇

一
年
十

二
月

に

モ
ス
ク

ワ
に
到
着

し
ま

し
た
。
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ア
ト

ラ
ー

ソ
フ
は
デ

ン
ベ
イ
に
日
本

の
地
理
、
風
俗
、
宗
教
な
ど

の
事

に

つ
い
て
色

々
な
質

問
を
出
し

て
記
録
を
し
ま
し
た
。

伝
立
ハ衛
は
天
地

の
創
造

神
に

つ

い
て
も
質
問
さ

れ
た

。
人

々
は
そ
れ
を
信
じ

て

い
る
か
、
ど

こ
で

信
仰
を



行
う

の
か
、
と
言

わ
れ
て
、
こ
う
答
え
た

。
天
地

の
創
造

神
は

一
年
は
地

上

に
、

一
年

は

天
界

に
住

む
。
た

だ
人

々
は

こ

の
神
を

知
ら
な

い
。
自
分
た
ち

の
神

々
を

人

々
は

い
ろ

い
ろ
な

名
前
で

呼
ぶ

。
ア

ミ
ダ
カ

ミ

〉
邑

起

山
p。
自

(阿
弥
陀

・
神

)
、
ト
キ

ま

臣

(仏

か
?
)
ハ
チ

マ
ム

×
銘

目

窪

(八

幡

)
、
カ

ン
ノ

ン

蕾

山
o
口

(
観

音

)
、

フ

ド

(
e
顎

o
不

動

)
、

シ

ャ

・
カ

イ

ト

ヴ

ダ

イ

日

9
-
開
器

日
o
ロゴ
起

ぷ

(目

舞

⇔
巴
o
員
醤

1ー

シ

ャ
カ

・
ニ
ョ
ダ

イ
ーー
シ

ャ
カ

・
ニ
ョ
ラ
イ
ー1
釈
迦
如
来

の
誤
記

に
相
違
な

い
)
、
ア

ミ
ダ

〉
客
長

⇔
、

ニ

ョ
ダ

イ

匡
①
n
醤

(両
方
で

ア
ミ
ダ

・
ニ
ョ
ダ
イ

ー
ア

ミ
ダ

・
ニ
ョ
ラ
イ
阿
弥
陀

如
来
)
、

コ
ー
ジ

ン

霧

o
、

田
臣

(荒
神
)
、
ジ
ゴ

謬

り
o

(諄

ω
o
の
誤
記
で

あ
ろ
う
。
地
蔵
)
、
ヤ
ク
シ

国
国
図
日

(薬
師
)
、

コ
ク

ロ

甲
8
男
碧

。

(虚

空
蔵
で

あ

ろ
う

)
、

シ
ガ

チ

マ
ン

目
腎

g。
自

呂
鎚

(シ

ハ
チ

マ
ン
と
も
読

め
る
。

シ
八
幡

か

?
)
、

コ
ボ

ン
ド
イ
シ

甲8
9
国
碧
討
日

(弘
法
大
師
)
、
イ

シ

ェ
シ
メ
イ

=
日
①
日
冨
9

(伊

勢
神
明
)
、

ア

　

マ
グ

・
サ

モ

〉
轟

り
で

O
窪

。

(ア
タ
ゴ

・
サ

マ
愛
宕
様
か
)
、
オ
ム
ネ
グ

O
臣

電

(?
)
。
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一
七
〇

二
年

一
月
プ

レ
オ
ブ

ラ
ジ

ェ
ン
ス

コ
エ
村

で
ピ

ョ
ー
ト

ル
大
帝

に
拝
謁

し
ま

し
た
。

当
時

三
〇
歳

の
若

さ
で
あ

っ
た
ピ

ョ
ー
ト

ル
大
帝

は
彼

の
語

っ
た
日
本

の
情
報

に
興
味
を
抱

き
、

一
七

〇
二
年

四
月

三
、
四
人

の
ロ
シ
ア
人

の
子
弟

に
日
本
語
を
教
え

る
よ
う

に
命

じ
、

一

七
〇
五
年

に
は

ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

に
移
し

て
日
本
語

の
教
師

に
任
命
し
ま
し
た
。

デ

ン
ベ
イ
は

ロ



シ

ア
人
に
よ

っ
て
記
録
さ
れ
た
大
坂
方
言

の
特
徴
を
示
す

四
二

の
単
語
を
残

し

て
い
ま
す
。
彼

は
か
な
り

ロ
シ

ア
語

を
理
解

し

て

い
た
よ
う

で
す
が
、
自
ら
書
く

こ
と
ま

で
は
う

ま
く
出
来

な

か

っ
た
よ
う

で
す

。
ピ

ョ
ー
ト

ル
大

帝

の
命
令

に
よ

っ
て
日
本
漂
流
民

デ
ン
ベ
イ
は
洗
礼
を
う

け

て
ガ

ウ
リ

エ
ル

(
り
餌
bd
冒

§

)
と
命
名

さ

れ
ま
し
た

。
彼

は

日
本
人
と

し

て
は
最

初

の
ギ

リ
シ
ア
正
教
徒

で
す
。

一
七
〇
九
年

冬

に
遭
難
し
、

一
七

一
〇
年

カ
ム
チ

ャ

ッ
カ
南
部

の
ア
ワ
チ

ャ
湾
北
方

に
漂
着

し
た
サ

ニ
マ

(三
右
衛

門

?
)
は
、

一
七

一
四
年

に
ペ

テ
ル
ブ

ル
グ
に
送

ら
れ

て
デ
ン
ベ
イ

の

助
手
と

な
り
ま
し
た
。
サ

ニ
マ
は
紀
州

の
人

で
、
後

に
帰
化

し
て

ロ
シ

ア
婦
人
と
結
婚

し

一
七

三
四
年

に
死
去

す
る
ま

で

ロ
シ
ア
語
を
教
え

て

い
ま
し
た
。
残
し
た

日
本
語
資
料
も
全
く
知

ら

れ
て

い
ま

せ
ん
。
今
後
発
見
さ
れ

る
可
能
性
が
あ

る
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
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な
お
、

一
七

〇
五
年

に
ペ

テ
ル
ブ

ル
グ
に
最
初

の
日
本
語
学
校
が
開
設
さ
れ
た
と

い
う
説

が

あ
り
ま
す
。

二
十
世
紀

の
東
洋
学
者

V

・
バ

ル
ト
リ
ド
博
士

の
代
表

的
著
作

『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
お

よ
び

ロ
シ

ア
に
お
け

る
東

洋
研
究
史
』

(
一
九

二
五
年

)

で
否
定

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、
こ

の

学

校

の
存
在

を
裏

付
け

る
資
料
は
今

の
と

こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
語
学
校

は
ゴ

ン
ザ
を
教
師



と

し
て

一
七

三
六
年

七
月
科

学

ア
カ
デ
ミ
ー
に
付
属
し

て
設
立

さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が

ロ
シ
ア

初

の
日
本
語
学
校

で
す
。

四
.
日
露
交
流
史
に
お
け
る
ゴ

ン
ザ

の
役
割

十

七
世
紀
末

か
ら
始
ま

る

ロ
シ
ア

の
カ
ム
チ

ャ

ッ
カ
遠
征

は
、

原
住

民
を
征

服
し

て
毛

皮
を

貢
納

さ
せ
、
千
島

・
ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
ン
列
島
開
拓
を

目
指
す
も

の
で
し
た
。

一
六
九
六
年

十

二

月

に
カ

ム
チ

ャ

ッ
カ
に
派
遣
さ
れ
た

ア
ト
ラ
ー

ソ
フ
遠
征
隊

は
現
地
人
部
落
を
制
圧
し
、
城
砦

を
築

き
赤
狐

の
毛
皮

を
徴
収

し

て
い
ま
す
。
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そ

の
当

時

、

ロ
シ

ア
は

カ

ム

チ

ャ

ッ
カ

以
南

の
諸

島

に

興
味

を

い
だ

い
て

い
ま

し

た

。

一
七

二
六

年

に

ヤ

ク

ー

ツ
ク

の

コ
サ

ッ
ク
隊

長

ア

フ

ァ
ナ

ー

シ
ー

・
シ

ェ
ス

タ

コ
ー

フ

(
諺
9
臣

髯

§

日

①
自

鋤
蓉

ud
)

は

エ
カ

テ

リ

ー

ナ

一
世

の
命

で
探

検

隊

を

編

成

し

、

一
七

二
九

年

オ

ホ

ー

ツ
ク

に

到

着

し

原

住

民

と

の
戦

い
で
戦

死

し

て

い
ま
す

。
彼

の
息

子

ワ

シ

ー

リ

ー

・
シ

ェ
ス
タ

コ
ー

フ

(
しU
鋤
§

自

邑

」
』
Φ
自

罠

o
bd
)

は

一
七

二
九
年

九

月

オ

ホ

ー

ツ
ク
か

ら

出

港

し

て
北

千

島

に
向

か

い
、

さ

ら

に

カ

ム

チ

ャ

ッ
カ

の
ボ

リ

シ

ェ
レ

ッ
ク

へ
入

港

し

越

冬

し

ま

し

た

。

一
七

三

三
年



に
編
成

さ
れ
た
シ
パ
ー

ン
ベ
ル
グ
を
先
遺
隊
長
と
す

る
ベ
ー
リ

ン
グ

の
第

二
次

カ
ム
チ

ャ

ッ
カ

探
検
隊

は
、
総
勢

五
七
〇
人
に
及
び
、
歴
史
家

で
地
理
学
者

の
ミ

ュ
ラ
ー
や
当
時
学
生
だ

っ
た

ク
ラ
シ

ェ
ニ
ー

ン

ニ
コ
フ
も
含

ま
れ

て

い
ま
す
。

ベ
ー
リ
ン
グ
隊
長

は

一
七

三
四
年
秋

ヤ
ク
ー

ツ
ク
に
到
着

し
、

一
七
三
五
年
夏

の
輪

送
隊

の
到
着
を
待

っ
て
、

オ
ホ
ー

ツ
ク
に
達

し
た

の
は

一
七

三
六
年
末

で
す

。
彼

ら

の
目
的

は
カ

ム
チ

ャ

ッ
カ

に
と
ど
ま
ら
ず
、

ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
ン
列

島
と

ア
ラ
ス
カ
、
千
島
列
島
を
経

て
日
本

へ
の
航
路
を
開
発
す
る

こ
と

に
あ
り
ま
し
た
。

一
七
三
七
年
六
月

シ
パ
ー

ン
ベ

ル
グ
は
日
本
沿
岸

に
達
し
、
仙
台
藩

の
金
華
山
沖

の
網
地
島

と
房
州
雨
津
海
岸

の
津
山

に
上
陸

し
、
織
物

や
ガ

ラ
ス
玉
を
渡
し

て
米
、
野
菜
、
煙
草
、
漬
物

を
手

に
入
れ

て

い
ま
し
た
。

ロ
シ

ア
の
東
方

開
拓

に
は
食
糧

調
達
だ
け

で
な
く
、
船

や
建
物
な

ど
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
ら

の
物
資

を

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
シ
ベ
リ
ア
か
ら
運
び
込

む
と
大
変
な
日
数
と
費
用
が

か
か
り
ま
す
。

日
本
と

の
通
商

は

ロ
シ
ア
に
は
ど
う
し

て
も
欠
か

せ
な

い
国
家
的

課
題

で
し
た
。
こ

の
よ
う

な
時
期

に
ゴ

ン
ザ
た
ち
が
や

っ
て
き

た

の
で
す

。
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一
七

二
九
年

の
夏

カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
最
南
端

の
ロ
バ
ト
カ
岬

と

ア
ワ
チ
ヤ
湾

の
問

に
日
本
船
が

漂
着

し
ま
し
た
。
こ

の
船

に
は
十
七
名
が
乗
り
組

ん
で

い
ま

し
た
が
、
二
人
を
除

い
て
す

べ
て



コ
サ

ッ
ク
五
十

人
隊

長

シ

ュ
テ
ィ
ー

ン

ニ
コ
フ

(日
↓
口
臣

国
国
o
bu
)

に
殺

さ
れ
ま
し
た
。

し
か

し
、

こ

の
悪
業

が
知

れ
て
彼

は
死
刑
と
な
り
ま

し
た
。
日
本
船

は

フ
ァ
ヤ
イ
キ

マ
ル

(e
留
罠

-

竃
選

O

又
は

ワ
カ
シ
ワ
丸

と

い

い
ま
す
。
薩
摩

の
国

弓
8
呂

○
避
§

か
ら
米
、
綿
織
物
、
紫

檀
、
半
紙
、
そ

の
他
を
積

ん

で
大
坂

へ
向

か
う

と

こ
ろ
で
悪
天
候

に
よ

っ
て
大
海

に
お
し
流

さ

　

れ
、
六

ヵ
月
と
入

日
間
海
上
を
漂
流
し
ま
し
た
。

生
き
残

っ
た

二
人

の
内

の

一
人
は
ゴ

ン
ザ

と

い
う
十

一
歳

の
少
年

で
、
船

の
舵
手

の
息
子
、

も
う

一
人
は

ソ
ー
ザ
と

い
う

年
輩
者

で
し
た
。

一11一

二
人

の
日
本
人

は
上

か
ら
命
令

が
あ
る
ま

で
カ

ム
チ

ャ

ッ
カ
の
官
費

で
養
わ

れ
ま

し
た
。

つ

い
に
、

『日
本
人
を

ヤ

ク
ー

ツ
ク
に
送
れ
』

と
命
令

が
あ

り
、

一
七

三

一
年

ヤ
ク
ー

ツ
ク
に
送

　

 ら

れ

ま

し

た

。

ヤ

ク
ー

ツ
ク

の
シ
ベ
リ

ア
支
局

が
ゴ

ン
ザ
た
ち

の
存
在

を
知

っ
た
時
点
か
ら
、
彼
ら

に
対
す

る
破
格

の
取
扱

い
が
始

ま
り
ま
す

。
ヤ

ク
ー

ツ
ク

の
長
官

は
ゴ

ン
ザ
た

ち
を
国
費

で
扶

養
し
、

日
本
人
乗
組
員
を
襲

っ
た

シ

ュ
テ
ィ
ー

ン

ニ
コ
フ
の
処
刑

を
命

じ

て

い
ま
す
。

モ
ス
ク
ワ

の
シ



ベ
リ
ァ
庁

の
命
令

で
駅
馬
車

で
案
内
人
と
伍
長
が
指
揮
す

る
兵
士
を
付
け

て
、
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
、

ト
ボ

リ
ス
ク
、

モ
ス
ク

ワ
を
経

て

一
七
三
三
年

夏

ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
到
着

し
、

ア
ン
ナ

・
ヨ
ア

ノ
ウ
ナ
女
帝

の
夏

の
宮

殿

で
女
帝

の
謁
見

に
の
ぞ

み
ま
し
た
。
漂
着

か
ら

四
年
間

に
覚
え

た

ロ

シ
ア
語
を
流
暢

に
話
す
ゴ

ン
ザ

に
、
女
帝
は
驚
く
と
と
も

に
大

い
に
喜

ん
だ

こ
と

で
し

ょ
う

。

ア
ン
ナ

・
ヨ
ア
ノ
ウ
ナ
女
帝

は
ゴ

ン
ザ
と

ソ
ー
ザ

に
ギ

リ
シ

ャ
正
教

の
洗
礼
を
受

け
る
よ
う

に
命

じ
ま
し
た
。
洗
礼
名

は
、

コ
ジ

マ

・
シ

ュ
リ

ッ

(閑
o
。。
詈

巴
]]冒

呂

)

と
ダ

ミ

ア
ン

・
ポ

モ

ル
ツ

エ
ヴ

(員
窘

§

=
目
o
§

宕

①
bd
)

と
名
付
け

ら
れ

て

ロ
シ

ア
人
と
な

り
ま
し
た
。

こ

の

時
点

で
彼
ら

は
帰
国

を
諦

め
、

ロ
シ
ア
に
骨
を
埋
め

る
覚
悟
を

し
ま

し
た
。
陸

軍
幼
年
学

校

の

修
道
司
祭

の
も

と
に
通

い
、

ロ
シ

ア
正
教
を
学
び
ま
し
た
。

ロ
シ

ア
正
教

の
教
義

を
学

ぶ
こ
と

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
文
化

と

ロ
シ

ア
人

の
精
神
を
学

ぶ
こ
と
を
意
味

し
ま
す

。

一
七
三
五
年

に

は

ロ
シ

ア
語
を
学

ぶ
た

め
に
、

ア
レ
ク
サ

ン
ド

ロ

・
ネ

フ
ス
キ
ー
修

道
院

に
通

っ
て

い
ま
す

。

こ
こ
で
教
会

ス
ラ
ヴ
語
と

ロ
シ
ア
語
文
法

の
基
本
を
習
得

し
、
同
年
十

一
月

に
科

学

ア
カ

デ
ミ

ー
で

ロ
シ

ア
語

と
と
も
に

ロ
シ
ア
の
芸
術

・
文
化
を
学

ん
で

い
ま
す

。
同
年

十

二
月

に
は
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー

の
正
職

員
と
な
り
、
日
給
十

カ
ペ
イ

カ
を
貰
う
身
分

と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
時
ゴ

ン
ザ

に
は
科
学

ア
カ

デ
ミ
ー

の
ス
タ

ッ
フ
と
し

て
、

日
本
語
を
教
え

る
任
務

が
与
え

ら
れ
た

の
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で
す

。
翌

一
七
三
六
年

に

ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
は
中

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
に
お
け
る
最
初

の
日
本

語
学

校
を

開
設
す

る
よ
う

に
命
令

し
ま
し
た
。

二
人
は

ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
次
長

ア
ン
ド

レ
イ

・
ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ

(
貯

碧

魯

切
o
長

臣

o
切
)

の
指
導

の
下
に
教
師

に
な

っ
た

の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
九
月

に

ソ
ー
ザ
は
死

ん
で
し
ま

い
ま

し
た
。
ゴ

ン
ザ
は

一
人

で

ロ
シ
ア

兵
士

の
子
供

た
ち
を
教
え

る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。
彼

は

一
七
三
九
年

ま

で
の
三
年

間

に
教
育

肚

以
外

に
教
科
書

と
辞
典

な
ど
次

の
六
冊

の
著
作
を
う

み
出

し
ま

し
た
。

、

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

日
本
語
会
話

入
門

《
一
七
三
六
年
》
。

項
目
別
魯

日
単
語
集

《
一
七
三
六
年

》
。

簡
略

日
本
文
法

《
一
七
三
八
年

》
。

新

ス
ラ
ヴ
日
本
語
辞

典

《
一
七
三
六
～

一
七
三
八
年

》
。

友
好
会

話
手

本
集

《
一
七
三
九
年

》
。

○
き
δ
且
oε
ω

(世
界
図
解

)
《
一
七
三
九
年
》
。



十

一
歳

で
故

国
を
離

れ
た
ゴ

ン
ザ
は
漢
字
は
数
字
し
か
知
ら
な

か

っ
た

の
で
、

ロ
シ
ア
文
字

　

で
日
本
語
を
書
き
ま
し
た
。

こ
の
記
録

は
重
要
な
方
言
資
料

に
な

っ
て

い
ま
す
。

教
師

の
仕
事
と
同
時

に
、

ゴ

ン
ザ
自
身

、
女
帝

の
命
令

に
よ

っ
て
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー

で
勉

強

に
は
げ

み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
業
績
を

可
能

に
し
た
ゴ

ン
ザ
は
、
他

の
漂
流
民
と
違

っ
て

ロ
シ

ア
語
を
流
暢

に

話
す

こ
と
が

で
き

た
点

で
も
、
特

別
な
才
能

の
持

ち
主

で
あ

っ
た

こ
と

は
違

い
あ

り
ま
せ

ん
。

こ
の
こ
と
は
同
じ
境
遇

に
あ

っ
た

ソ
ー
ザ
と

比
較

し

て
も
あ
き
ら
か

で
す
。

ソ
ー
ザ

は
じ
め
他

の
漂
流
民
と

の
違

い
は
、
順
応

し
易

い
適
齢

に
あ

っ
た
こ
と

が
幸

い
し
た
と
も
言
え
ま

し

ょ
う
。

私
が
注
目
し
た

い
の
は
、
ゴ

ン
ザ

が
知
的

な
基
礎

と
な
る
教
育
を
し

っ
か
り
受
け

て

い
た

こ
と

と
、
ボ
グ
ダ
ー

ノ
ブ
の
導

き
が
あ

っ
た

こ
と

で
す
。
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ゴ

ン
ザ

の
才
能
を
開
花
さ

せ
た
ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ
の
功
績

は
、
故

ペ
ト

ロ
ワ
女
史
も
強
調

さ
れ

て

い
た

よ
う

に
、
特
筆

さ
れ

る
べ
き

で
す
。

一
か
ら
百
ま

で

の
数
字

は
知

っ
て

い
ま

し
た
が
、

平
仮
名

も
片
仮
名
も
む

ろ
ん
漢
字
も
書
け
な

い
少
年

で
し
た
。
彼
女
自
身

も
述

べ
て

い
た

よ
う



に
、
ゴ

ン
ザ

の
業
績

は
ボ
グ
ダ
ー

ノ
ブ
と

の
共
同
労

作
と
見

る
べ
き

で
し

ょ
う
。

ボ
グ
ダ
ー
ノ

ブ
は
当
時

の
ロ
シ

ア
で
は
並

ぶ
者

が
な

い
ほ
ど

の
博

識

の
持
主

で
あ
り
、

チ

ェ
コ
の
教
育
学
者

コ
メ

ニ
ゥ
ス
に
傾
倒
す

る
偉
大

な
教
育
学
者

で
し
た
。
教
育

学
者
と
し

て

の
ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ
の

面
目

は
、
ゴ

ン
ザ

の
教
科
書

と
辞
典

の
単
語

の
配
列

の
し
か
た

に
表
れ

て

い
ま
す
。

コ
メ

ニ
ウ

ス
を
模
倣
す

る
こ
と
な
く
独
自

の
配
列
を
お

こ
な

っ
た

の
で
す
。

一
七

三
六
年

に
日
本
語
学
校

の
開
設
と
同
時
に
、
ゴ

ン
ザ

の
実
践
的
な
教
育
能
力

の
向

上
を

目
指

し
て

『項

目
別
魯

日
単

語
集
』

を
翻
訳
さ
せ
、

ロ
シ
ア
語

の
基
本
単
語
を
習
得

さ
せ

て
い

ま
す
。
次

に
ゴ

ン
ザ
が

『日
本
語

の
会
話

戸

口
の
前
』
と
訳
し

た

『日
本
語
会
話

入
門
』

の

翻
訳

に
あ
た
ら

せ
て

い
ま
す
。
こ
の
原
書

は

コ
メ

ニ
ウ

ス
の

『開

か
れ
た
言
語

の
前
庭
』
で
す
。

コ
メ

ニ
ゥ

ス
が

「
子
ど
も

に
と

っ
て
ラ
テ
ン
語
を
も

っ
と
容
易

に
親

し
み

の
も

て
る
も

の
に
す

る
た
め
に
」
書

い
た
初
歩

的
な
会

話
入
門
書

で
す
。

こ

の
二
著

は

い
ず

れ
も

日
本

語
学
校

の
テ

キ

ス
ト
と

し

て
執
筆

さ
れ
実
際
に
教
室

で
使
わ
れ
ま
し
た
。
ゴ

ン
ザ
は
翻

訳
と
執
筆

の
作

業
が

一
体
と

な

っ
た
こ

の
よ
う

な
作
業
を
通
じ

て
、

ロ
シ

ア
語

の
基
本
単
語
と
会
話

の
基
礎
を
習
得

し
て

い

っ
た

の
で
す
。
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こ
の
よ
う
な

ボ
グ
ダ
ー
ノ

ブ
の
系
統

的
な
教
育

計
画

に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

そ
れ
は

一
七
三

六
年
九
月

二
九

日

の
ソ
ー
ザ

の
死

で
す
。
ゴ

ン
ザ
は

ロ
シ
ア
語
と
と
も

に
日
本
語
も
習
得

し
な

け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た

の
で
す

。
ゴ

ン
ザ

の
日
本
語

の
相
手

は
そ

の
時

四
三
歳

の
経
験
豊

か
な

ソ
ー
ザ

で
し
た
。

ソ
ー
ザ

の
死
は
ゴ

ン
ザ
が
日
本
語
を
忘

れ

て

い
く

こ
と
を
意
味

し
ま
す

。
ゴ

ン
ザ
は
悲
嘆

の
涙
を
振
り
払

っ
て
、

そ

の
十

日
後

の
十
月
十
日
よ
り

ソ
ー
ザ
が
教
え

て
く

れ
た

日
本
語
を
確
か

め
る
か

の
よ
う

に

『新

ス
ラ
ヴ

・
日
本
語
辞
典
』

の
翻
訳

に
猛
然
と
取
り
組

み

ま
す
。
そ

の
意
味

で
こ

の
辞
典

は
、

ゴ

ン
ザ
な
り

の
ソ
ー
ザ

へ
の
鎮
魂

の
書
と
も
言
え

る
で
し

ょ

・
つ

。
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ゴ

ン
ザ
は

こ
の
辞
典

の
翻
訳
作
業

を
進

め
る
と
同
時

に

『簡
略

日
本
文
法
』
を
執
筆

し
ま
す
。

ボ
グ
ダ
ー

ノ
ブ
の
予
定

で
は
、
辞
典

よ
り

こ

の
文
法
書

の
完
成

が
先
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

日
本
語
学
校

の
目
的
は

日
本
語
通
訳

の
養
成

で
す
。

そ
こ

で

『日
本
語
会

話
入
門
」

に
比

べ
れ

ば
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
通
訳

の
テ
キ

ス
ト
と
し

て

『友
好
会
話
手
本
集
』
を
執
筆

し
ま
す
。

つ
い
で

コ
メ

ニ
ゥ
ス
の
世
界
初

の
図
解
百
科

『オ

ル
ビ

ス

・
ピ

ク
ト

ゥ
ス
』

の
翻
訳

に
す
す

み
ま
す

。
こ

の
書
物
は

『世
界
図
会
』
と
呼
ば

れ
て

い
る
よ
う

に

『世
界

の
事

物
と
人
生

の
活



ね

動

に
お
け

る
す

べ

て

の
基

礎
を

、
絵

に
よ

っ
て
表

示

し
、
名

づ
け
た

も

の
』

(
コ
メ

ニ
ゥ

ス
)

で
す
。
ボ
グ
ダ
ー

ノ
ブ
は
ゴ

ン
ザ
を
日
本
学
者

と
し

て
だ
け

で
な
く

、
自
分

の
後
継
者
と

し
て
、

あ

る

い
は
学
者
と

し
て
世
界

に
通

用
す
る
人
物

に
育

て
て

い
こ
う

と

い
う
意
図

が
あ

っ
た

の
か

も
し
れ
ま
せ

ん
。

ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ
の
意
図
を

理
解

し
、
き
ち
ん
と
応

え

て
く
れ
た
ゴ

ン
ザ

は
、
ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ

の
最
愛

・
最
高

の
弟

子
だ

っ
た

の
で
す
。
ゴ

ン
ザ

の
突
然

の
死
は
、
ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ
に
は
わ
が

身
を
剥
ぎ
取
ら

れ
る
よ
う

な
深

い
悲

し
み
だ

っ
た

で
し

ょ
う

。
そ
れ
は
又
、

ロ
シ

ア
に
と

っ
て

も
大
き
な
損
失

で
し
た
。
ゴ

ン
ザ
た
ち
が

ロ
シ
ア
で
破
格

の
待
遇
を
受
け
、
ボ

グ
ダ
ー
ノ

ブ
と

こ

の
よ
う
な
師
弟

関
係
を
結

び
偉
大
な
業
績

を
残
し
た

こ
と
は
、

日
本

の
誇
り

で
あ

る
と
と
も

に

ロ
シ

ア
の
誇
り

で
す
。
ゴ

ン
ザ
は
ボ
グ
ダ
ー

ノ
ブ
と
そ

の
家
族

や
、
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
に
勤

務
す

る
人

々
に
さ
わ
や
か
な
強

い
印
象

を

い
つ
ま

で
も
残
し
た

こ
と

で
し

ょ
う

。
ゴ

ン
ザ
は
日

露
交
流

の
偉
大
な
先
駆
者
だ

っ
た

の
で
す
。
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ペ

テ
ル
ブ

ル
グ
生

ま
れ

の
ド
イ

ッ
系

ロ
シ
ア
人
、

ア

ッ
シ

ュ

(
一
七

二
九
-

一
八
〇
七
)

が

ゴ

ン
ザ

の
資
料

を
入
手

し
、
母
校

の
ゲ

ッ
チ

ン
ゲ

ン
大
学
図
書
館

に
寄
贈

し
て
保
存

し

て
い
ま



す
。

ア

ッ
シ

ュ
は

ロ
シ

ア
の
高
官

で
あ

る
と
と
も

に
有
名

な

コ
レ
ク
タ
ー

で
も
あ
り

ま
し
た
。

ゲ

ッ
チ

ン
ゲ

ン
大
学

の
ア
ッ
シ

ュ

・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
ゴ

ン
ザ

の
執
筆

で
あ

る
と
突
き
と

め

た
村
山
七
郎

は
、

こ

の
資
料
を

ア
ッ
シ

ュ
は
イ

ル
ク
ー

ツ
ク

で
入
手

し
た

の
で
あ

ろ
う
と
語

っ

て

い
ま
す
。
ゴ

ン
ザ
以
降

に
漂
着

し
た
日
本
語
教
師

た
ち

は
、
ゴ

ン
ザ

の
業
績

に
深
く
感
服

し
、

大

い
に
励
ま
さ
れ
た

こ
と

で
し

ょ
う

。

一
九
九
四
年

に
鹿
児
島

に
お

い
て
、
ゴ

ン
ザ

フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者

は
ク

ラ
ブ

の
会
報

や
会
議

で
ゴ

ン
ザ

の
作
品
と
鎖
国
時
代

の
日
露

関
係
史

の
研
究
を
進
め

る
重

要
な
活
動

を
行

な

っ
て
い
ま
す

。

18 一一

五

.

日
本

語

学

校

の
イ

ル
ク

ー

ツ

ク

へ
の
移

転

一
七
三
九
年

十

二
月

に
ゴ

ン
ザ
は
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、

ロ
シ

ア
の
日
本

語
に
対
す

る
興
味

は
変

わ
る
こ
と
な
く
続

い
て

い
ま
し
た
。
そ

の
た

め
日
本
語
学
校

は
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル

グ
に
も

二
五
年

間
存

続
し

て

い
ま
し
た
。

日
本
人

の
教
師

は

い
ま

せ
ん

で
し
た
が
、
ボ
グ
ダ
ー

ノ

ブ
と

こ

の
学

校

の
最
初

の
卒
業
生

で
あ

っ
た

シ

ェ
ナ

ヌ
イ

ー
キ

ン

(目
Φ↓
b
日
Φ墨

臣
国
臣

)



と

フ

ェ
ー
ネ

フ

(》
呂

b
霞

e
。
=
①
ud
)
が
教
え

て

い
ま

し
た
。

と
き

お
り
サ

ン
ク
ト

・
ペ

テ
ル

ブ

ル
グ

に
日
本
漂
流
民
が
送
ら

れ
て
き
ま

し
た
。

一
七

四
七
年

に
は
ヤ
ク
ー

ツ
ク
市

に
新
し

い

日
本
語
学
校
が
創

立
さ

れ
ま
し
た
。

一
七

五
四
年

に
サ

ン
ク
ト

・
ペ

テ
ル
ブ

ル
グ
と

ヤ
ク
ー

ツ

ク
両
学
校
は

シ
ベ
リ
ア

の
主
要
都
市
イ

ル
ク
ー

ツ
ク

へ
航
海
学

校

の

一
部
分
と
し

て
移
転
し
ま

し
た
。

移
転

の
理
由

は
当
時

の
経
済
状
態

に
あ
り
ま
し
た
。
カ

ム
チ

ャ

ッ
カ
、

ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
ン
列

島
、

ア
ラ

ス
カ
等

の
新
領

土

で
活
動

し
た
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
の
裕
福
な
商
人
と
企
業
家

は
国
際
貿

易

に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
大
熊
良

一
氏
が
書

い
た
よ
う

に
十
八
世
紀

に
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南
進
を

は
ば

ま
れ
た

ロ
シ

ア
は

、
シ
ベ
リ
ァ
北
辺
を
東
漸
し

て
カ

ム
チ

ャ
ッ
カ
を

征
服

支
配
す

る
の
で

あ

る
が

、
か
く
し

て
、

ロ
シ

ア
の
探
検
航
海
者

た
ち

(ベ
ー
リ

ン
グ

、
シ

パ
ン
ベ
ル
グ

、

ア
ト

ラ

ソ
フ
ら

)

に
よ

っ
て
カ

ム
チ

ャ
ッ
カ
か
ら
北
太
平
洋
海
域

、
ア
レ
ウ
ト
列
島

、
ア
ラ

ス
カ
、
北
ア

メ
リ
カ
大
陸

の
西

北
太
平
洋
岸

へ
の
ロ
シ
ア
人

の
冒
険
的
毛
皮

商
人

の
垂
出

と
な

る
の
で

あ
る
。
そ
し
て

、

こ
れ
ら

ロ
シ
ア

人

と
日
本
人

の
接
触
は
、
東
蝦
夷
地

の
ア
イ

ヌ
入

と
交
易
が
行

わ
れ
て

い
た

の
を
介
し

て
行

わ
れ
る
よ
う

に
な

る
。

ロ
シ
ア
船
が
十

八
世
紀

の
末

葉
に
国
後

〔ク
ナ

シ
リ
〕
島
や

択
捉

(エ
ト

ロ
フ
)
島

に
く
る

の



は
、
毛
皮
を
求
あ
る
ロ
シ
ア
人
の
商
社
の
出
先
機
関
が
、
千
島
ア
イ
ヌ
人
や
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
人
の
情
報

お

を
も

と
と
し
て
日
本
人

と

の
交

易
を
求

ぬ
て
き
た
も

の
で
あ

る
と
考

え
ら

れ
る
。

日
本
語
が
で
き
る
人
間
は
国
際
仲
介
者
に
な
る
可
能
性
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ

の
当

時

、

貰

い
ま

し

た

。

日
本
漂
流
民

の
大
部
分
は
洗
礼
を
う
け
日
本
姓
名

の
代
り
に

ロ
シ
ア
の
姓
名
を

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
学
校
初
級

に
関
し

て
は
、
ど

の
よ
う

な
日
本
語
教
科
書

と
辞

典
が
使
用
さ
れ

て
い
た

の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

の
日
本
語

学
校

の
伝
統

を

継
承

し
た

の
か
、

シ
ベ
リ

ア
の
学
校
は
教
材
を
十
分

に
供
給

さ
れ
て

い
た

の
か
。
ゴ

ン
ザ

の
教

育
資
料

が
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

に
お
け

る
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
古
文
書
館

に
保
管

さ
れ

て

い
る
だ
け

で
、
詳
細

は
不
明

の
ま
ま

で
す
。
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注
意
す

べ
き

こ
と

は
、
様

々
な
漂
流
船

は
日
本

の
各

地

の
港
か
ら
出
港
し

て

い
た

の
で
、
乗

組
員

は
色

々
な
方
言
を
使

っ
て

い
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
南

部
、
伊
勢
州

の
出
身
者

は
薩
摩
出



身

の
ゴ

ン
ザ

の
記
録
を

つ
か
う

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た

の
は
明
ら
か

で
す
。

六

.

タ

タ

ー

リ

ノ

ブ

の

『
レ

ク

シ

コ

ン
』

一
七

七
二
年

、
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員

ド
イ

ッ
系
科
学
者

ゲ
オ

ル
ギ

(一
〇
げ
"目

O
o
三
冨
ぴ
○
①
霞
σq
押

一
七

二
九
-

一
八
〇

二
)
は
旅
行
中
イ

ル
ク
ー

ツ
ク

で
利

八
、
伊

兵
衛

、
久

太
郎
、
長
助
並
び

に
久
助
と
会

っ
て
日
本
語
学
校
並

竪
に
日
本

国

の
こ
と
を

質

問
し
ま
し
た
。
そ
し

て
そ

の
記
録

(
一
七
七

二
年

の
ロ
シ

ア
国
旅
行
)

を

一
七
七
五
年

に
出

版
し
ま
し
た
。
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こ
の
学
校
設
立

の
動
機

と
な

っ
た

の
は
十

八
名
が

の
り

込
ん
で

い
た
日
本
船
で
あ

る
。

こ

の
船
は
米
、
布

等
を

積
ん
で

日
本

の
サ
イ

マ
チ
か
ら
別

の
湊

に
向

か

っ
て
出

発
し
た
が
十

二
月

二
九

日

に

マ
ス
ト
と
帆
柱

を
失

い
千

島

の
オ
ネ

コ
タ

ン
島

に
漂
着

し
た

。

生
き
残

っ
て

い
た
十

二
名
を
カ
ム
チ

ャ

ッ
カ

に
連

れ
て

い
っ
た
。
彼
等
は

ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

に
お
く
ら
れ

ロ

シ
ア
語
を

学
び

、
後
イ

ル
ク
ー
ツ
ク

に
お
く

ら
れ
て
来
た

。
日
本
語
教
師

に
な

っ
た

。



一
七
八

二
年
十
月

二
四
日
に

ロ
シ

ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
会
議

は
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
の
日
本
語
学

校

の
卒

業
者

ア
ン
ド

レ
イ

・
タ
タ
ー
リ
ノ

ブ
編

『レ
ク
シ

コ
ン
』

(「
す
な
わ
ち
日
本
語

で

ニ
ポ

ン
ノ

コ
ト
バ
、
伊
呂
波
と

数
字

…
」
)

を
調
査

し
ま
し
た
。
編
者

の
事

は
写
本

の
表
紙

に
平
仮

名

で
次

の
よ
う

に
書

い
て
あ
り
ま
す

。
「
に
ぼ

ん
じ
ん

の
ひ
と
、

さ

の
す
け

の
む
す

ご
、

さ
ん

ば
ち

こ
さ
り
ま
す
」
。

サ
ノ

ス
ケ
と
言
う

日
本
人
は

タ
ナ
丸

の
乗
組
員

の

一
人

で
す
。

タ
ナ
丸

は
様

々
な
食
料
品

を
積

ん

で
、

一
七
四
四
年

末
南
部
佐
井
湊
を
出
港

し
て
江

戸
に
向

か

い
ま

し
た
。
太
平
洋

で
台
風

に
あ

い
、
六

ヵ
月
以
上
漂
流
し

て
千
島

の
第

五
島

で
あ

る
オ

ン

ネ

コ
タ
ン
島

に
漂
着

し
ま

し
た
。
十
七

人

の
乗
組
員

中
生
き
残

っ
た
十
人
は

ロ
シ
ア
人
た
ち

に

見
出
さ
れ
、

カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
半
島

の
ボ
リ
シ

エ
レ

ツ
ク
港

、
そ
れ
か
ら

シ
ベ
リ
ア
に

つ
れ

て
行　

か
れ
ま
し
た
。
彼
ら

の
中

か
ら

五
名

が
選
ば

れ
サ

ン
ク
ト

・
ペ

テ
ル
ブ

ル
グ
に
送
ら
れ
ま
し
た
q

サ

ノ
ス
ケ
等

は

ロ
シ
ア
に
滞
在
中
、
洗
礼
を
う

け

ロ
シ

ア
女
性

と
結
婚

し
ま
し
た
。
サ

ノ
ス
ケ

の
正

教
名

は
イ

ワ
ン

(二
しd
9
=
)

で
す
。

さ
ん
ば
ち

(
ア
ン
ド

レ
イ
)
編

『
レ
ク
シ

コ
ン
』

は
ゴ

ン
ザ

の
記
録
と
違

っ
て
三

つ
の
部
分

に
わ

か
れ
て

い
ま
す

。
す

な
わ
ち
、
九
七
七

の

ロ
シ
ア
語
単
語
と

ロ
シ

ア
字

で
書

い
た
日
本
語



翻
訳
並
び

に
平

仮
名

で
書

い
た

日
本
語

で
す
。

タ
タ
リ

ノ

ブ
は
、
東
北
弁
を

つ
か

い
ま

し
た
。

例
え

ば
、
「広

い
」
は

含
9
》
、
「
と
ま
る
」
は

《
o
ひq
ロ
》
、
奉
公

は

《
♂
ひΩ
o
》

に
な

っ
て

い
ま
す
。

『
レ
ク
シ

コ
ン
』

に
は
単

語
以
外

、
同
三
部

の
日
本
会
話
と
伊

呂
波

(平
仮
名

並
び

に
そ

の

ロ

シ
ア
文
字

で
書

い
た
発
音
)

と
数
字

の
部
分
が
含

ま
れ

て
い
ま
す

。

恐
ら
く
、
そ

の
当
時

、
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
学
校

の
生
徒
は

『
レ
ク
シ

コ
ン
』
を
教
科
書
と

し
て

使

っ
た

こ
と

で
し

ょ
う

。
も

っ
と
も

こ
の
辞
典
が
出
版
さ
れ
た

の
は

一
九
六

二
年

に
な

っ
て
か

ら
で
㌦

七
.
大
黒
屋
光
太
夫
等

漂
流
民
と
し

て

一
番
有
名
な

の
は
日
本

で
も

ロ
シ

ア
で
も

、
大
黒
屋
光
太

夫

(
一
七
五

一
-

一
八

二
八
)

で
あ
る

こ
と
は
言
う

ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

天
明

二
年
末
伊
勢
州
白

子
浦

か
ら
江
戸

に
向

か

っ
て
千
石
積

の

「神
昌
丸
」
と

い
う
船

が
出

ま

し
た
。
数
年
後
、
江
戸
時
代

の
学
者
桂
川
甫
周
は
次

の
よ
う

に
書

い
て

い
ま
す
、



天
明
二
年
壬
寅
の
歳
十
二
月
、
勢
州
亀
山
領
白
子
村
の
百
姓
彦
立
ハ衛
が
持
た
る
船
神
昌
丸
に
、
紀
伊
殿

の

運
米
五
百
石
並
江
戸
の
商
賈
等

へ
積
送
る
木
綿
、
薬
種
、
紙
、
饌
具
等
を
積
載
せ
、
船
頭
大
黒
屋
光
太
夫

以
下
合
船
十
七
人
、
同
十
三
日
の
巳
の
刻
ば
か
り
に
白
子
の
浦
を
開
洋
し
、
西
風
に
帆
を
揚
て
夜
半
こ
ろ

に
駿
河
の
沖
に
至
り
し
に
、
俄
に
北
風
ふ
き
起
り
西
北

の
風
も
み
合
て
忽
柁
を
摧
き
、
そ
れ
よ
り
風
浪
ま

す
ま
す
烈
敷
、
す
で

に
覆
溺
す
べ
き
あ
り
さ
ま
な
れ
ば
、
船
中

の
者
ど
も
皆
々
髻
を
断
、
船
魂
に
備

へ
、

お
も
ひ
ー

に
日
頃
念
ず
る
神
仏
に
祈
誓
を
か
け
、
命
か
ぎ
り
に
働
ど
も
、
風
は
次
第
に
吹
し
き
り
…

神

昌
丸

の
漂
流
は
七

ヵ
月

間
に
な
り
ま
し
た
。
漂
流
中

に
乗
組
員

の

一
名
は
死
亡
し
ま
し
た
。

そ
し

て

一
七
八
三
年

七
月

二
十

日
、

ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
ン
列
島
中

の
ア
ム
チ
ト
カ
島

に
漂
着
し
ま

し
た
。

ア
ム
チ
ト
カ
島
,

カ
ム
チ

ャ

ッ
カ
半
島
、

ヤ
ク
ー

ツ
ク
市

そ
れ
か
ら
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
市

に
滞
在
中

に
十

一
名

が
病
死

し
ま

し
た
。

一24一

 

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
に
到
着

し
た

の
は

一
七
八
九
年

二
月
七
日

の
こ
と

で
し
た
。
同
市
滞
在

は
二

年
間
。
滞
在

し
た
神
昌
丸

の
乗
組
員

は
大
黒

屋
光
太
夫

(幸

太
夫
と
も
書
く
)
、
小
市
、
磯
吉
、

新
藏
、
庄
蔵

で
し
た
。

五
名

の
希
望

は
帰

国

で
し
た
。
け
れ
ど
も
鎖
国
下
、
彼
等

の
希
望
を

み

た
す

こ
と
は

ほ
と

ん
ど
不
可
能

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
通
商

・
国
交
を
求
め

る
イ

ル
ク
ー

ツ



ク

の
裕
福
な
商
人

の
興
味

に
よ
り
漂
流
民

の
希
望

は
か
な
え
ら
れ
ま

し
た
。

ロ
シ

ア
に
お

い
て
、
十

八
世
紀
末

に
魯
米
会
社

が
創
設

さ
れ
ま

し
た
。
国
際
貿

易

の
拡
大
は

疑

い
の
な

い
事

に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
当
時
、
光
太
夫
ら

は
有
名

な
学
者

キ
リ

ル

・
グ
ス
タ
ヴ

ォ
ヴ

ィ
チ

・
ラ

ッ
ク
ス

マ
ン

(円
目
冒

自

勹
図
自

窃
o
しb
圏

目
罠

。竃
臣

)

と
知
り
合

い
に
な
り
ま

し
た
。
漂
流
民
ら

の
窮
状
を
知

っ
た

ラ

ッ
ク

ス

マ
ン
は
何

く
れ
と
な
く
か
れ
ら

の
う

し
ろ
盾
と

な
り
、
帰
国
嘆
願
書
を
作
成

し
て
や

っ
た
り
、
衣
食

の
不
足
を
補

っ
た
り
な
ど
親
身

に
な

っ
て

世
話
を
し
ま

し
た
。

三
度

に
お
よ
ぶ
帰

国
願
も
梨

の
礫

な

の
を
知

っ
た
彼

は
、
嘆
願
書

が
途

中

で
握
り

つ
ぶ
さ
れ
て
中
央
当

局

の
手

に
届

い
て

い
な

い
と
見
抜
き
ま

し
た
。
折

よ
く
彼

は
勅
令

を
受
け

て
上
京
す

る
こ
と
に
な

っ
て

い
た

の
で
、
光
太
夫
を
促

し
、
彼
を

つ
れ
て
上
京

し
ま
し

レ

た

。

一
七
九

一
年

一
月

十

五

日

に
イ

ル

ク

ー

ツ
ク
か

ら

出

て
、

昼

夜

兼

行

、

三

十

日

あ

ま

り

で

サ

ン
ク

ト

・
ペ

テ

ル
ブ

ル
グ

に
到

着

し
ま

し

た
。

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
と
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
滞
在

中
、
光
太
夫

ら
は
自

ら
進

ん
で
日
本
国

の
知
識

(国
家
機

構
、
地
理
的
位

置
、
風

俗
、
言
語

な
ど
)

を

ロ
シ

ア
人

に
伝
え

ま
し
た
。



現
代

ロ
シ

ア
科
学

ア
カ
デ

ミ
ー
東
洋
学

研
究
所

サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
支
部

の
写
本

部

に

い
わ

ゆ
る
光
太
夫
文
庫
が
保
存

さ
れ

て

い
ま
す
。

七 六 五 四 三 ニ ー・

あ

さ
ひ
の

『新
板
絵
入
源
平
曦
軍
配
』

『森
鏡
邪
正
録
』

『絵
本
写
宝
袋
』

『番
場
忠
太
紅
梅
箙
』

『奥
州
安
達
原
』

『攝
州
渡
辺
簸
橋
供
養
』

『太
平
記
』

こ
の
文
庫
が
、
初

め
て
私

の
手

に
入

っ
た

の
は

一
九
五
六
年

の
こ
と

で
し
た
。
そ

の
当
時

レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
を
卒

業

し
て
日
本

の
写
本
と
木

版
本

の
目
録
を
作

っ
て

い
た

の
で
す
が
、

あ
る
本

の
珍

し

い
書

き
込
み
に
気

づ
き
ま
し
た
。

『森
鏡
』

の
裏
表
紙

に

ロ
シ

ア
文
字
を

つ
か

い
、
次

の
書
き
込

み
が
あ

る
。



国
口
。
霞

図

起

舅

。
越

国

開
。
起

6
＼
＼
開
。
ぎ

図
。
臣

⇔

歪

臣

。
黯

=
¢。
昌

轟

霞

モ

目

冕

開
9。
麟

雷

口
。
c。
凶
』

。
で

①
。
ε

①

き

国
。
＼
＼
図
。
臣

豊

乗

靆

日
畠

隨

目

。
目

日
目

⑳
爵

:

。
霞

。
＼
＼
芻

①
弓
①

器

§

目

霞

蜀

蚕

蠹

鱗

国
。
日
。
自

日
①
＼
＼
冷

図
畠

α
9・
霽

福

団
。
男
。
福

蠧

討
8

覇

邑

譽

器

＼
＼
き

覇

譽

霞

冨

目
。
℃
臣

g。
討
図
。
霧

霞

図
○
円

Φ
＼＼
g・
℃
目

①
目

口
9。
善

冨

り
⇔
開
。
a
。
蠶

目

碧

邑

δ
磊

℃
霊

げ

(ヤ
ポ

ン
ツ
ダ
イ

コ
ク
ヤ

コ
ダ

ユ
、

コ
ノ
ホ

ン

ハ

ハ
ン
ノ
ジ

ャ
ナ
イ

カ
キ

、
チ
ガ

カ
イ

タ
ノ
ジ

ャ
。
ソ
レ

ソ
レ

コ
ノ
、
ホ

ン

ハ
小
浜
諌
ト

ク
ジ

ロ
ニ
チ

マ
イ

ノ
ホ

ン
ト
、
カ

エ
テ
カ
イ

チ
キ
タ
。

ミ
ナ
海

エ
オ
ト

シ

テ
、
此
ホ

ン
バ
カ

リ
ノ

コ
リ
タ
イ
サ

ツ
モ
ノ
デ
、
ヨ
ム
ノ

ニ
タ
イ
オ
リ
ナ
イ

ホ
カ

ニ
ホ

ン
ガ

、
ア
リ
テ

モ

ナ
ミ
タ
ガ

コ
ボ
リ
チ
ド

モ
イ
オ

マ
レ

ニ
)
。

ロ
シ

ア
文
字
中

三

ヵ
所

に
漢
字

が
あ
り

ま
し
た
。
右

の
書
は

ペ
ン
で
書

い
た
も

の
で
あ

っ
て
、

漢
字

の
書
体

は

ロ
シ
ア
字
よ
り
ま
ず

い
も

の
で
す
。

同
書
物

に
あ
る
筆

で
書

か
れ
た
漢
字

は
う

ま
く
出
来

た
も

の
と
見
え
ま
す
。
光
太
夫
文
庫

の
書
込

み

の
著
者

は
少
な
く
と
も

二
人

い
ま

し

た
。
さ
ら
に
光
太
夫
自
身

も
漢
字

・
仮
名

・
ロ
シ

ア
文
字

で
書

い
た
形
跡

が
あ
り

ま
す

。

龜
井
高

孝
氏
は
右

の
書
き

こ
み
を
詳

し
く

調
査

し
、

　

自
身

の
生
活

を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。

漂
流
以
前
と

ロ
シ
ア
滞
在
中

の
光
太
夫
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数
年
間

、

ロ
シ

ア
の
様

々
な
状
態

に
住

ん
で

い
て
、
光
太
夫
ら

は
そ

の
国

の
人

々

・
風
俗

・

シ
ベ
リ

ア
現
地
住

民

・
言

語

・
文

字

・
食

物

・
衣
服

・
宗
教

・
芝
居

・
軍
隊

・
国
家
機

関

・
歴

史

・
国
際
関
係
な

ど
を
次
第

に
理
解

し

て

い
き
ま
し
た
。
帰
国
後

ロ
シ

ア
に
対
す

る
さ
ま
ざ

ま

な
質
問

に
こ
た
え
ま
し
た
。

事
実
は
小
説

よ
り
も
奇

な
り

。
サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
滞
在
中
驚
く

べ
き
も

の
の
う

ち

エ
カ
テ
リ

ナ
ニ
世
女

帝

に
拝
謁
を
許
さ
れ
た

の
は
そ

の

一
つ
で
す
。

く
ろ
ぼ
う

女
主
の
左
右
に
は
侍
女
五
六
十
人
花
を
飾
り
て
囲
繞
す
。
其
内

に
崑
崙
の
女
二
人
交
り
居
し
と
そ
。
又
此

方
に
は
執
政
以
下
の
官
人
四
百
餘
員
両
班
に
立
わ
か
れ
て
、
威
儀
堂
々
と
排
居
た
れ
ば
心
も
お
く
れ
進
み

19

け
お
り
の
か
さ

か
ね
た
る

に
、
ウ

ヲ
ロ
ン
ツ

ヲ
ー

フ
御
ま

え
近
く

出
よ

と
有

け
る
故
、
氈

笠
を
左

の
脇

に
は
さ

み
拝
せ

ん

と
せ
し
に
、
拝
す

る
に
及
ば
ず

直
に
出
よ

と
有

に
よ
り

、
笠

と
杖
と
を
下

に
お
き

、
御
ま

え
に

に
じ
り

よ
り

、
か
ね

て
教

え
ら
れ

し
ご

と
く
左

の
足
を
折
敷

、
右

の
膝
を

た

て
、
手
を

か
さ

ね

て
さ
し
出

せ
ば

、

　

女
帝
右

の
御
手
を
伸
、
指
さ
き
を
光
太
夫
が
掌

の
上

に
そ

と
の
せ
ら

る

・
を
三
度
舐

る
ご

と
く
す
。
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光

太
夫

ぺ
ー
ト

ル
ボ

ル
グ

に
在
留

の
う
ち
、

カ

執
政
ベ
ス
ポ

ロ
ッ
ク
と
り
わ
け
懇
に
て
常
に
出
入
す
。
食
事



22

の
時

な
と
は
妻

子
と
も
檪
を

お
な
し
く

せ
し
と
な
り

。

此
方
の
事
な
ど
尋
ね
ら
れ
、
和
書
並
彼
方
に
て
作
り
た
る
此
方
の
記
事
の
書
な
ん
ど
を
見
せ
ら
る
。
和
書

お

と

い
ふ
は
多

く
絵
草
紙
院

本
な
り

し
と
そ

。

エ
カ
テ
リ
ナ
ニ
世

の
拝
謁

の
結
果
と
し

て
幸
太
夫

・
小
市
と
磯
吉

は
帰
国

し
た
。

一
七
九

二

年

に
、
初

め

て
日
本

に
国
交

を
求

め

る
使
節
が
派
遣

さ
れ
た
。
使
節

の
手
紙

に

『偉

大
な
る
全

ロ
シ

ア
帝
国
女
帝

陛
下

は
、
至
高

の
母
性

と
人
類

の
福

祉

に
関
す

る

一
視
同
仁

の
見
地

か
ら
、

漂
流
民

た
ち

に
保
護

を
加

え

る
べ
く
、
大

ロ
シ
ア
帝
国
陸
軍
中
将

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
県
お
よ
び

コ

ル
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ン
県

総
督

に
し

て
数

々
の
叙
勲
章
を
受
け

た
る
イ

ワ
ン

・
ア
ル
フ

ェ
リ

エ
ヴ

ィ

ツ

チ

・
ピ

ー
リ
に
か
ん
し

て
、
前
述

の
日
本
帝
国
臣
民

が
日
本

の
近
親
者

お
よ
び
同
胞

に
再
会
す

る
よ
う

に
彼
ら

の
祖
国

に
送

還
す

る
こ
と
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
』
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光
太
夫
等

は

ロ
シ
ア
に
滞
在
中

日
本
語
関
係

の
助
言
を
与
え

て
、
顕
著

な
足
跡
を
残
し
ま
し

た
。
残
念

な
が
ら
小
市
は
寛
政

五
年

(
一
七
九

三
年
)

四
月

二
日
に
故

郷
を
外
か
ら
見

て

ロ
シ

ア
の

「
エ
カ

テ
リ
ナ
号
」

で
病
死
し
ま

し
た
。
残
り

の
光
太
夫

と
磯

吉
は
日
本
人
と
し

て
は
じ



め
て

ロ
シ
ア
か
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

当
時

の
ロ
シ

ア
に
は
、
上
記

の
ゴ

ン
ザ

の
教
育

資
料
と

タ
タ
リ
ノ

ブ
の

『レ
ク
シ

コ
ン
』

以

外
、

日
本
語

の
単
語
を

ふ
く

ん
だ
印

刷
作

品
も
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
七
七

二
年

に
六

ム

九
単
語
を
記
録

し
た
ゲ
オ

ル
ギ

の

『
ロ
シ
ア
国
旅

行
記
』

並
び

に
二
八
五
単
語
を

ふ
く

ん
だ

パ

ラ
ス

(
自
Φ
暮

○
目
=
o=
o
しu
田

目
餌
自

碧

℃

一
七
四

一
-

一
八

一
一
)

の

『欽
定
全

世
界
言
語

比

お

較
辞
典
』

(
一
七

八
七
-

一
七

八
九
年
)
。

一
七
九
〇
ー

一
七
九

一
年
出
版

の
四
巻

の
ヤ

ン
コ
ヴ

ィ

チ

・
デ

・
ミ

リ

エ

ヴ

オ

(
e
Φ
員
8

=
しd
臣

o
しd
国
』

国
出
閑
o
ud
嬉
』

貝
①
爵

b
国
Φ
bd
9

一
七

四

一
-

一

め

八

一
四
)

の

『
ア
ル

フ
ァ
ベ

ッ
ト
順

に
配
列
さ
れ
た
全
世
界
言
語
方

言
比
較

辞
典
』

で
す
。
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こ
の
辞
典

の
第

四
巻
六

一
四
～

六

一
八
頁

に
日
本
語
資

料
が
掲
載
さ
れ

て

い
ま
す
。
最
初

に

次

の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

一
七
九

一
年
に
サ
ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
滞
在
し
た
日
本

の
伊
勢
国
白
子
町
出
身
で

ロ
シ
ア
語
を
話

せ
た
日
本
人
商
人

コ
ダ

ユ
は
下
記
の
日
本
語
単
語
の
正
確
な
発
音
と
表
記
と
を
示
し
た
。



日
本
語
単
語

の
数

は
パ

ラ
ス
比
較
辞
典
と
大
体
同

じ
で
す
。
け

れ
ど
も
、

デ

・
ミ
リ

エ
ヴ

ォ
比
較
辞
典

の
特
質

は
伊
勢
弁

に
あ
り
ま
す
。

ヤ

ン

コ
ヴ

ィ

チ

・

桂

川
甫

周
は
、
大
黒
屋
光
太
夫
か
ら
長

い
間
色

々
な
話
を

聞

い
た
結

果
、

ロ
シ
ア
に

つ
い
て

様

々
な
作
品

を
出
し
ま

し
た
。
そ

の
う

ち

一
番
有
名

な
も

の
は

『北
槎
聞
略
』

と

い
い
ま
す
。

光
太
夫
自
身

は
江

戸
時
代

の
ロ
シ

ア
に

つ
い
て
の
最
も
権
威
あ

る

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

で
し
た
。

八
.
新
藏
著
日
本
語
教
材

大
黒
屋
光
太
夫

ら
が
帰

国
し
た
時
、
同
船

の
乗
組
員

の
二
人

は
帰
化
す

る
道
を
選
び
ま

し
た
。

す
な

わ
ち

、
そ

の
当
時

病
気

に
な

っ
た
若
松
村

出
身

の
庄
蔵

と
同
村

の
新

藏

で
す

。

『北
槎
聞

略
』

に
書
か
れ

て

い
る
通
り

　

右
両
人
は
病
気
に
て
彼
邦
の
教
法
を
受
、
姓
名
を
改
、
イ

ル
コ
ツ
カ
に
止
り
居
る
。

二
人
と
も
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
日
本
語
学
校

の
教
師

に
な
り
ま
し
た
。
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サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
の

ロ
シ
ア
民
族
図
書
館

に
こ

の
日
本

語
学
校

の

一
八
〇
九
年

の

写
本
教
科
資
料

一
冊
が
保

存
さ
れ

て

い
ま
す
。
著
者
名

は

ニ
コ
ラ
イ

・
ペ
ト

ロ
ヴ

ィ
チ

・
コ
ロ

テ

ィ
ギ

ン

(缶
罠

o蠧

計
目
零
b
o
bu
§

茵
0
8

↓
ぴ肓
口
屮

?
ー

一
八

一
〇
)

で
、
即
ち
漂
流

民
新

藏

の
洗
礼
名

で
す

。
通
説

で
は

「神
昌
丸
」

の
水
夫

で
あ

っ
た
新
藏

は
仮
名
文
字
位

し
か
読
め

な

か

っ
た
と

い
う

こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。
教
科
資
料

の
書
体
も
興
味
深

い
事
実
を

示
し

て
い

ま
す
。

仮
名
表

の
後

『江

戸
京

の
記
述
付

そ

の
河

・
町

・
橋

・
堀
割
情
報
』

が
あ
り
ま
す

。
そ
れ
ぞ

れ

の
地
名

は

四
行

か
ら
な
り
ま
す

。
す
な

わ
ち

地
名

の
意

味

〔直
訳
〕
、

ロ
シ

ア
文

字

で
書

い

た
日
本
語

の
発
音
、
平
仮
名

、
漢
字
、
片
仮
名
書
体

で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
仮
名
書
体
は
片
仮
名
と
違

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

再

。
℃
①
臣

黯

鴇

售

⇔

図
。
田

。
。

図
O
国

国
O
O

ほ
ん
ち

ょ
う



本
町

モ
ト

マ
チ
」

「
蜜
Φ
讙

切
黯

穎
目

餌

O
鋤
国
⇔
昌

幽
o
o

サ
か

い
ち
ょ
う

堺
町
サ
カ
イ

マ
チ
」

次
章

『全

日
本

国

の
記
述
』

は
次

の
文
句

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
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閏
×
§

。
場

霞

コ

。
臣

。

曙

霞

目

日
①

罍

竃

団
臣

・・
℃
国

員
顎

①

H
。
・。
⇔

8

§

。

 一
、
日
本

国
而
七

ッ
割
附
御
座
候

ヒ
ト

ツ
、
ヒ
ノ
モ
ト

コ
ク

ニ
テ
ナ

ン
ツ

ニ
ワ
リ

ツ
ケ
ゴ
サ

ソ
ヲ

ロ
」

旧
国
名
は
次

の
よ
う

に
解
明
さ
れ

て

い
ま
す
。



「
×
弓

羅

露

。
。
冒

①
臣

&

図
月
均

竃

蕣

自

轟

①

ひ
が
し
ほ
に
て
な
ん
ぶ
う

つ
が
る
ま

つ
ま
え

東
保
二
而
南
部
津
軽
松
前

ヒ
ガ
シ
ホ

ニ
テ
ミ
ナ
ミ
コ
ヲ
リ
ツ
ガ

ル
マ
ツ
マ
エ
」

次
章

い
ま
す
。
『生
紳
女
祈
祷
と
旧
約
聖
書

の
ロ
シ
ア
語

へ
通
訳
』

に
祈
祷
は
次
の
様
に
翻
訳
さ
れ
て

[図
。
日
舅

:

聟

囂

缶

臣

碧

Φ
竃
'・
馨

ど

逼
。
薹

①
り
ρ

喜

§

α
窰

⇔§

霞

⇔
8
員

ほ

と

け

さ

ま

が

ん

ま

れ

ま

す

る

む

す

め

ご

よ

ろ

こ

び

な

さ

れ

仏

様

生

マ

ス

ル

。

娘

子

。

悦

成

。
」

9。
b
国
目
¢

弓
9
害
解

男
0
6
0
"
①

目
o

co
勇。
℃
国

冨
g。
o
同
℃
♂

冨
⇔
℃
崗
炉

あ

り

が

た

ひ

こ

と

で

こ

い
ざ

り

ま

す

る

ま

り

や

図
o
日
o
男
①

o
勇。
冨
g。
bd
P

o
寓
⇔
国
=
炉

望
員
図
舅
嘱
o
国

国
国
℃
①
国

国
⇔
℃
♂

o
冨
⇔
自

ほ

と

け

さ

ま

ハ
を

ま

い
に

う

つ
く

し

き

れ

い
な

る

を

ま

ひ

仏

様

ヲ

マ
イ

ニ
。

美

麗

稜

鳴

。

ヲ

マ
イ
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ホ

ト

ケ

サ

マ

ヲ

マ
イ

一
で
こ
カ

ル

ハ
シ

ア

ヤ

メ

イ

巴
ま

o
o
日
♂

強

図
塁

o
国

臣

℃
Φ
国

田

題

℃
冨

目
田

目

o

男
o
起

臣

に

よ

ぼ

ふ

て

ゆ

う

つ
く

し

き

れ

ひ

な

る

た

ひ

な

ひ

の

こ

だ

ん

女

房

房

し

ゆ

。

美

麗

稜

鳴

。

ハ
腹

内

子

胤

オ

ン

ア

つ
サ

シ

ユ

ミ

カ

ル

ハ
シ

ア

ヤ

メ

イ

ハ
ラ

ノ

コ

ヲ

イ

ン

O
O
O

O
閏
日
Φ
矯
図
O
日
O
緊
①

O
gD
寓
⇔
目
⇔
一
塁

]≦
9
も
♂

寓
gD
O
図
℃
図
博

そ

う

し

て

ホ

ト

け

さ

ま

が

ん

ま

れ

ま

す

る

そ

し

て

o

仏

様

加

o

生

満

数

る

。

ソ

シ

テ

ホ

ト

ケ

サ

マ
ガ

ン

マ
レ

マ

ス

ル

しd
¢
目
9D
開
図
O
崗

員
O
寓
O
国
ρ

弓
¢
竃
⇔

O
閏
国
♂

わ

た

く

し

ど

も

の

た

ま

し

ん

私

共

ノ

玉

心

ト

モ

キ

ヨ

リ

コ

こ

ロ
」
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新

藏

の
教
育
資
料
を

タ
タ
ー
リ
ノ

ブ
の

『レ
ク
シ

コ
ン
』
と

比
較

す
る
と
、
イ

ル
ク
ー

ツ
ク

の
日
本
語
学
校

に
お
け

る
教
授

レ
ベ

ル
は
二
十

五
年

間
に
高
く

な

っ
た
事

が
あ
き
ら
か

に
な
り



ま
す
。
平
仮
名

以
外
片
仮
名

、
変
体
仮
名

、
漢
字
が
学
習
計
画

に
加
わ

っ
て

い
ま
す
。

日
本

の

地
理

と
経
済
上

の
情
報

も
入

っ
て

い
ま
す

。
右

の
資
料

は
漂
流
民

の
思

い
出
だ

け
で
な
く

て
、

当
時

の

ロ
シ

ア
に
あ

っ
た
日
本
語

、
オ

ラ
ン
ダ
語
、
中
国
語
並
び

に
日
本
版
地
図

か
ら
と

ら
れ

て

い
ま
す
。

こ

の
資
料

の
書
体

は
同

一
で
は
あ
り

ま
せ

ん
。
漢
字

は
筆

で
書

か
れ

て
あ
り

ま
す
。

そ

の

(黒
)
墨

は
時
を
経

て
も
色

あ

せ
て

い
ま
せ

ん
。
漢

字
と

は
異

な

っ
て
、
仮
名

文
字

は

ペ
ン
で

書

か
れ

て
あ
り
ま
す
。
片
仮
名
は
赤
茶
け
た
色

に
見
え
ま
す

。
そ

の
書
体

は
平
仮
名

と
違

っ
て

下
手

な

の
で
新

蔵

の
死
後
、
学
生

の
誰
か
が
書

い
た
文
字
だ
と
思

わ
れ
ま
す

。
さ
ま
ざ
ま
な
間

違

い
も
あ
ら

わ
れ
ま
す

(「
あ
さ
く

さ
」

の
代
り

に

「
あ
あ
さ
く

さ
」
、

「
し
な
が
わ
」

の
代

り

に

「
し
な

が
な
」
、

「
難
波

」

の
か
わ
り

に

「何

和
」
、

「
コ
」

の
か

わ
り

に

「
ヤ
」
、

「
サ

ン
」

の
か
わ
り

に

「
マ
ン
」
な

ど
が
か

い
て
あ

り
ま
す
)
。
著

者

の
教
育

程
度

は
日
本

の
地
名
並

び

に
歴
史
用
語

(高
砂
、
住
吉
な
ど
)

の
問
違

っ
た
理
解

の
原
因

に
な
り
ま
し
た
。

新
蔵

の
教
科
資
料

に
よ
く

あ
ら
わ
れ
る
ま
ち
が

い
は
漢
字

(下
手
な
草
書
と
行
書
)
ま

た
は

平
仮
名
文
字

の
書
き
方

で
す

。
古
文
書

の
字
形

の
点

か
ら
見

る
と
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
学
校

で
習
慣



に
な

っ
て
い
た
異
体
字

の
こ
と
が
あ
き
ら
か

に
な
り
ま
す
。

の
統

一
が
守
ら

れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
文
字
に
よ
る
日
本
語
表
記

全
体

に
見

れ
ば
こ

の
教
科
資

料
は

い
く

つ
か

の
特
徴
を
も

っ
て

い
ま
す
。

ま
ず

、
新
蔵

の
日

本
語
音
声
構

造

の

ロ
シ
ア
文
字

に
よ

る
表
記

は
か
な
り
不
正
確

な
も

の
で
す

。

つ
ぎ
は
、

ロ
シ

ア
宗

教
用
語

の
翻
訳

の
特
質

で
す
。
新
蔵

は
十
六
世
紀

の
キ
リ
シ
タ

ン
宣
教

師

の
経

験
を
知
ら

な
か

っ
た

の
で
宗
教
用
語

の
翻
訳
を
自
分
自
身

で
考
え
だ

し
ま
し
た

(た
と
え

ば
、
神
と
偶
像

と
至
聖
生
女

の
意
味

で

「仏
」
、

「木

や
石

や
土

ノ
ほ
と

け
」
、
「
仏
様

生

マ
ス
ル
娘
子
」
と
し

て

い
ま
す
)
。

大
槻
玄
沢

・
志
村
弘
強
編

『環
海
異
聞
』

(
一
八

一
〇
年

)
に
書

か
れ

て
い
る
と
お
り

新
蔵
、
日
本
学
は

い
ろ
は
よ
り
仮
名
書
位
出
来
候
様
子
に
候
得
…

同
意
見

は
現
代

の
日
本

・
ロ
シ

ア

・
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
家

に
よ

る
、
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
日
本
語

学
校

の
研
究

の
成

果
に
よ

っ
て
通
説

に
な

っ
て

い
ま
す
。

こ

の
教
科
資
料

に
よ

っ
て
判
断

す
る



と
、
現
実
は
も

っ
と
多
様

で
あ

っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
て

い
ま
す
。

十
入
世
紀

の
終

わ
り

に
日
本
語
学
校
が
航
海
学
校

か
ら
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
古
典

中
学
校

へ
移

さ

れ
た
こ
と
は
そ

の
教
育

水
準
が
向

上
し
た
し

る
し

で
す
。

一
般

に

ロ
シ

ア
の
古
典
中
学
校

の
レ

ベ
ル
は
航
海
学
校

よ
り

は
る
か
に
高

い
も

の
だ

っ
た
か
ら

で
す
。

一
八

一
六
年

に
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
日
本
語
学
校
は
閉
鎖

に
な
り
ま
し
た
。
お

そ
ら
く

そ

の
せ

い

で
学
校

の
資
料

は
県
立
古
文
書
館

に
移
管

さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

こ

の
古
文
書
館
も

一
八

七

〇
年
代

の
大
火
事

で
燃
え

て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
学
校

の
教
育
資
料

の

一
部
が

(新
蔵

の
教
科
を
含

め
て
)

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
市

外
に
残

っ
て

い
ま
す
。
将
来
そ

の
他

の

教
育
資
料
が
発
見
さ
れ

る
可
能
性

に
希

望
を

い
だ

い
て
い
ま
す
。
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十
.
宮
城
県
出
身
者

の
思
わ
ぬ
出
来
事

寛
政

五
年

(
一
七
九

三
)

の
十

一
月

二
七

日
に
仙
台

材
木

を
積

ん
だ
若
宮

丸

は
江

戸

へ
む

か

っ
て
石
巻

港
を
出
港
し
ま
し
た
。
そ

の
日
に
は
風

が
な
か

っ
た

の
が
、
間
も
な
く
西
風
が
吹



き
始

め
、
船

は
陸

と
反
対

の
方

へ
流
さ
れ

て
し
ま

い
ま
し
た
。
段

々
波

が
荒
く

な
り
舵

を
吹
き

折

ら
れ
、
大

風
が
帆

柱
を
倒
し
ま
し
た
。

二
日
後
積

ん
で

い
た
米

の
半
分
を
海

中
に
す

て
て
い

ま
す

。
船

が
危

な
く
な

っ
た

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
長

い
漂
流

が
始
ま
り

ま
し
た
。
百
六
十
日

を
漂
流

し
た
後

、
寛

政
六
年

五
月

十
日

の
朝

は

じ
め

て
、
「
乗

り
船

か
ら

は
る
か
向

こ
う

に
、

船

の
よ
う

な
も

の
を
見

つ
け
、
よ
く
見
定

め
た
と

こ
ろ
、
大
変
小

さ
な
島

で
あ

っ
た
」
。

若
宮
丸
の
水
夫
達
は
最
初
、

「
こ
れ
ま
で

海

上
を

漂
流
し

て

い
る
間
は

、
蝦
夷
や
松
前

の
方

へ
流
さ

れ
て

い
る
と
ば

か

り
思

っ
て

い
た

の
に
、
時

な
ら

ぬ
雪

の
積

っ
た
山
を

見
か
け
た

の
で

、

こ
れ
は
日
本

の
地

を
離
れ
た

異

国
で

あ
ろ
う

と
、

は
じ

め
て
思

っ
た

の
で

あ
る
」
。

『環
海

異
聞
』
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そ

の
後
、

こ
の
地
は

ロ
シ
ア
領
北
太
平
洋

の
ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
ン
列
島

の
ア

ッ
カ
小
島

で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
小
島

に
到
着

し
て
若
宮
丸

が
沈

み
、
船
頭
平
兵
衛
が
死

ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
大
島
幹
雄

の
意
見

で
は

「平
兵
衛
亡

き
あ
と
、
リ
ー
ダ
ー

シ

ッ
プ
を
と

る
者

が

い
な

か

っ
た

こ
と

が
う

か
が
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
平
兵
衛

が
生
き

て

い
れ
ば
、
自
分



か
、
も

し
く

は

一
番
頼

り
に
な
る
人
間
を
選

ん
だ
う
え

で
、
他

の
メ

ン
バ
ー
を
く

じ
で
決

め
た

お

よ
う

に
思
え

る
」
。
生

き
残

っ
た
十
五
人
は
翌
寛
政
七
年
、
船

で
カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
半
島
を
経
由
、

八
五
日
間

か
か

っ
て

ア
ジ

ア
大

陸
に
上
陸
し
ま
し
た
。
漂
客
は

ア
リ

ュ
ー
シ

ャ
ン
列
島

の
ア

ッ

カ
小
島

に
十

ヵ
月
余
り
留

っ
て
、
翌

一
七
九

五
年

六
月
下
旬

本
国

の
オ
ホ
ー

ツ
ク
と

い
う
湊

に

着
岸
し
ま
し
た
。
仙
台
漂
流
民

は
大
陸

に

ロ
シ

ア
人
と
共

に
数

千
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
、

ヤ
ク
ー

ツ

ク
と
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
ま

で
踏
破

し
た

こ
と

が
あ
り
、
珍

し

い
も

の
を
色

々
見
せ

て
も
ら

っ
て

い

ま
す
。

こ
こ
に
は
馬
が

い
な

い
の
で

犬
を
も

っ
ぱ
ら

つ
か

っ
て

い
る
。そ

り

こ
の
土
地
は
雪
が
多
く
積
る
土
地
で
あ
る
か
ら
、
も

っ
ぱ
ら
雪
車
を
用

い
、
薪
水

の
類
を
は
じ
め
伺
で
も

積
み
、
冬
に
な
れ
ば
海
陸
と
も
に
数
匹
の
犬
に
ひ
か
せ
る
。
『環
海
異
聞
』

漂
流
民
は

三
組

に
わ
け
ら

れ

(す

な
わ
ち
寛

政
七
年

八
月
十
八
日

・
寛
政
八
年

五
月
上
旬

・

同
年
七
月
三

日
)
馬

で
オ
ホ
ー

ツ
ク
か
ら
出
発

し

て
翌
八
年

の
始

め

に
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
に
着
き

ま
し
た
。
石
巻
を
出
港
以
来

三
年

一
ヵ
月

が
す
ぎ

て

い
ま

し
た
。
こ

の
間
ヤ

ク
ー

ツ
ク
で
腫
れ

物

の
病

気

の
た
め
市
五
郎
が
死

ん
で

い
ま
す
。
イ

ル
ク
ー

ツ
ク

へ
到
着

し

て
、
同
行

者
は
そ

の



地

に
七
年

三

ヵ
月

の
問
、
暮

す

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
漂
流
民

の
大
部
分

は
国

へ
帰

り
た
か

っ

た

こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
当
時

、
帰

国

の
可
能
性

は
皆
無

で
し
た
。

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
に
は
新

し

い
仲
間
た
ち
が

い
ま
し
た
。
そ

こ
で
十

八
世
紀

の
八
十
年

代

に
新

藏

・
庄
蔵

(e
昌

o
b
O
↓
①
口
臣

o
じ。
田

○
崗
旨

口
国
o
しご
)
だ
け

で
な
く
、

以
前

の
日
本
漂
流
民

の
子

孫
も
す

ん
で

い
た

の
で
若

宮
丸

の
乗
組
員
と
知
り
合

い
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
語
学
校
も
盛

ん

で
し
た
。

け
ん

日
本

通
詞
役
は

エ

コ
ロ

・
イ

ワ
ノ
イ

チ

・
ト

コ
ロ
コ
フ
と

い
っ
た

。

こ
の
人
は
は
じ

ぬ
は
町
内
村

方

の
間

ス
ノ
ナ
つ
打

の
役

(検
地
割

)
を

勤

ぬ
、

七
十

五
枚

の
俸

給
で

あ

っ
た

と

い
う

。
先
年

勢
州

の
光

太
夫

ら
が
送

ら
れ

て
き
た

こ
と
が

あ

っ
て
か
ら
、

日
本
通
詞
役
を

申
し

つ
け
ら
れ
た

。
こ
れ
は

こ
の
時
よ

り
も

五
、
六
十
年

も
以
前

に
、
南

部

(藩
)

の
田
名
部

の
あ
た

り
か
ら
漂
流
し

、
こ
の
地

に
永
住
す

る
こ

と
に
な

っ
た
何
某

と

い
っ
た
者
が

い
た

(イ

ル
ク
ー
ツ
ク

の
墓
所

に
竹
内
徳
共
衛

と
彫
り

つ
け
た
石
塔
が

あ

っ
た

。
ま
た
享

保
十
年
何

々
と
彫

っ
た

日
本
字

の
石
塔
も

あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
類
で

あ
ろ
う
か
。
思
う

に
光

太
夫

の
記

に

あ

る
田
名

部

の
辺
、
佐
井
村

の
久
助
と

い
う

者
だ
そ
う
で
あ

る
。
ま

た
思
う

に
南
部

の
奥
部

竹
内

徳
立
ハ衛

の
手

船
が
延

享
某
年

に
漂
流
し

て

ロ
シ
ア

に
至
り
、
留
ま

っ
た
も

の
と
見
え

る
。
久
助

と
か

い
う

の
は

こ
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の
人
数

の
う

ち
で

あ

ろ
う

。
竹
内

の
実
記
は

別
に
あ

る
)
。
そ

の
人

に

つ

い
て
十

二
歳

か
ら
十

七
歳
ま
で

日
本
語
を
習

っ
た

こ
と
が
あ

っ
た
。
そ

の
後
放
置

し
て
お

い
た
け
れ
ど
も

、
少

々
覚

え

て

い
た

の
で

、
通

訳

に
申
し
わ
た
さ

れ
て
光
太

夫
を

送
る
船

に
乗
組

み
、
去

る
子
年

(
一
七
九

二
)

松
前

ま
で

来
た
そ
う
で

あ
る
o

(環
海

異
聞
)

イ

ル
ク
ー

ツ
ク
で
は

ロ
シ

ア
政
府

か
ら
食
費

の
支
給
を
受
け
、
あ
と

は
様

々
な
仕
事

な
ど

で

収
入
を
え
ま
し
た
。
善
六
と
辰
蔵
が
ま
ず

ロ
シ
ア
正
教
徒

に
な
り
ま
し
た
。

十

一
.

世

界

一
周

航
海

仙
台
難
民
は

シ
ベ
リ

ア
に
八
年

間
住

ん
で

い
ま
し
た
。
そ

の
当
時
は
帰
国

の
事
を
考
え
な

か

っ
た
よ
う

で
す
。
と

こ
ろ
が
思

い
が
け
な

い
こ
と

に
、

一
八
〇
三
年
三
月

の
は
じ
め

に
、
イ

ル

ク
ー

ツ
ク
奉

行

の
家

に
そ

ろ

っ
て
出
向
く

よ
う

に
と

の
命
令

が
あ
り
ま
し
た
。
奉
行
所

で
明
ら

か

に
な

っ
た

の
は
、
都
府

か
ら
飛
脚

の
役

人
が

一
人
到
着

し
、
出

来

る
だ
け
早
く

ロ
シ
ア
首
都

で
あ

っ
た
サ

ン
ク
ト

・
ペ

テ
ル
ブ

ル
グ
ま

で
上
京
す

る
よ
う

に
伝
え

た
そ
う

で
す

。



石
巻
漂
流
民
十
三
人
は
新
藏

・
役
人
某

一
人
の
案
内

で
数
千
里
の
道
を
踏
破
し
ま
し
た
。

イ

ル
ク

ー
ツ
ク
の
町
を

は
な
れ
、
川
を
渡
り
、
そ

の
向
う

に
車
馬
が
81
き
揃
え

て
あ

っ
た

。
役
人
は
先
頭

の
車

に

の
り

、

一
同
を
乗

せ
て

つ
れ
て
行

っ
た
。
車
は

二
人
乗
り
で

、
数
は
七

つ
。

一
つ
の
車

に
四
頭

の

馬
で

あ
る
。
…

一
つ
の
車
は

三
人
乗
り

か
。
た
だ
し
役
入
は

一
人
乗

り
で

都
合
八
車

と
な

る
…

『環
海

異

聞
』

と

こ
ろ
が
道

の
悪

い
シ
ベ
リ

ア
を

一
日
百

キ

ロ
も

旅
し
た
お
か
げ

で
、

四
月
末

に
は
帝
都

サ

ト

ン
ク
ト

・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ

へ
つ
き
ま

し
た
。
約

七
千

ロ
シ

ア
里

の
全

行
程
を

四
十

四
日
間

で
通

M

過
し
ま
し
た
。
帝
京

に
十

四

・
五
日
間
逗
留

し

て
、
様

々
な
見
物

を
し

て
、
国
王

ア
レ
ク
サ

ン

ド

ル

一
世
に
拝
謁
を
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ

の
当
時
、

ル
ミ

ャ
ー

ン
ツ

ェ
フ
公

は

ア
レ
ク
サ

ン
ド

ル

一
世

に
二

つ
の
上
申
書
を
提
出

し

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
.

「
日
本
と

の
貿
易

に

つ
い
て
」
、
二
.

「広
東
と

の
貿
易

に

つ
い
て
」
。

二
の
ア
イ

デ
ア
は
魯

亜
株

式
会
社

の
活
動
家

が
教
唆

し
た
も

の
で
す
。



…
帝
王
も
ま
た
近
寄

ら
れ
て
、
直
接

に
問
わ

れ
た

こ
と
は
、
あ
な
た
方
は
本

国

へ
帰
り

た

い
か

と
仰
せ
ら

か
し
こ
ま

れ
た

。

い
ず

れ
も
畏

っ
て

い
る
と
、
ガ

ラ

フ
が
傍

か
ら
言

っ
た

こ

と
は
、
陛
下

に
お

か

れ
て
は
、
あ
な
た

方
が

帰
国
す

る

の
も
、

こ
こ
に
止
る

の
も

、
無
理

に
は
仰

せ

つ
け
ら
れ
な

い
。
思
う

通
り

お
受
け
申
し
上

げ

お
答

え
す

る
よ
う

に
と
の
こ
と
で

あ

っ
た

…
津
太
夫

、
儀

平
、
左
平
、
太
十
郎

の
四
人

は
何

と
ぞ
本
国

へ
帰
朝

い
た
し
た
く
、
お

願

い
奉

り
ま
す

。
十
年

ほ
ど
も
他

国
に
お
り
、

ひ
と
え
に
帰

国

い
た
し
た

い
と

思

い
ま
す

と
答

え
た

…

『環
海
異
聞
』

結
局
、
津
太
夫
等

四
名

の
漂
客

は

ロ
シ

ア
の
使

節
船

ナ
ジ

エ
ジ
ダ
号

で
バ
ル
チ
ク
海

の
ク

ロ

ン

ッ
シ

ュ
タ

ッ
ト
湊

か
ら
出
港

し
て
、
地
球

を
ぐ

る
り
と
め
ぐ

っ
て

い
た

の
で
す
。

デ

ン
マ
ー

ク

・
イ
ギ

リ

ス

・
カ
ナ
リ

ア
島

・
ブ

ラ
ジ

ル
に
到
着

し

て
、
南
米
大
陸
を
回

っ
て
、

マ
ル
キ
ー

ズ
諸
島

・
カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
半
島

に
と

ま

っ
て
、
長
崎

に
入
湊
し
ま
し
た
。
漂
流
民
た
ち

の
十

一

年

振
り

の
帰
国

で
し
た
。

日
本
人

と
し

て
初

め

て
世
界

一
周
航
海
を

お
こ
な

っ
た

の
で
す
。

石

巻
港
を

で
て
か
ら
約
十

一
年

た

っ
た

の
で
す
。
太

平
洋

・
大
西
洋

・
ア
メ
リ
カ

・
ア
ジ

ア

・
ヨ

ー

ロ
ッ
パ

・
ア

フ
リ
カ
大
陸
を
自
分

の
目

で
見

、
帰
国

の
道
を
選

ん
だ

四
名
と
共

に
レ
ザ

ノ

ブ

使
節
も
日
本

へ
出
発

し
ま

し
た
。

ナ
ジ

エ
ジ
ダ
号

は

一
年

二
ヵ
月
あ
ま
り
か

か

っ
て
長
崎

へ
つ

き
ま
し
た
。

一44一



日
本
と

の
交
易
を
し
よ
う

と
し
た
第

二
回
遣

日
使
節

の
レ
ザ

ノ
ブ
が
、

い
わ
ば

ロ
シ

ア
政
府

の
息

の
か

か

っ
た
国
策
会
社

と

い
え

る
毛
皮
会
社

の
魯

米
会

社

(
ロ
シ
イ

ス

コ

・
ア
メ
リ
カ

ン
ス
カ
ヤ

・
コ
ン
パ

ニ

ヤ
)

と
も
関
係
が

あ

っ
た

と

い
う

こ
と
か
ら

し
て
も
、

ロ
シ
ア
政
府
が

日
本

に
関
心
を

も

つ
に

い
た

っ
た

契
機
が
わ

か
る
。

つ
ま

り
、
そ

の
根
底

に
毛
皮
貿

易
を

基
調

と
し

、
さ

ら
に
十
八

・
十

九
世
紀

の
時
代

に

お
け

る
西
欧

の
植
民
地

主
義
国
家
が
、

国
策
的

植
民
地
会
社

(東
イ

ン
ド
会

社
な
ど

)

を
設

け
て
東
洋
や

東
南
ア
ジ

ア
に
進
出

し
て
き
た

の
に
な
ら

っ
て
、

ロ
シ
ア
政
府
じ
た

い
も

、
毛
皮
貿
易

を
中
心

と
し
て
国

　

策
会
社
を
設
け
る

に

い
た

っ
た
も

の
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。

ナ
デ
ジ
ダ
号

が
三
月

二
十
日
長
崎
を
出
港

し
た
後

に
、
仙
台

の
漂

流
民

の
四
名

は
長
崎
奉

行

所

に
呼
び
出

さ
れ
ま
し
た
。

四
十
日
間
以
上

に
わ
た

っ
て
大
槻
玄
沢

の
質
問

に
答
え

、
鎖
国
時

代

の
世
界

に

つ
い
て
の
知

見
を
述

べ
ま
し
た
。
大
槻
玄
沢

の
作
品

の
名
前

は

『環
海

異
聞
』

で

あ
り
ま
す
。

そ

の
諸
本

は
江

戸
時
代

に
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
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十

二
.
善
六

の
日
露
関
係

の
役
割

仙
台

の
漂
流
民
た
ち

が
オ
ホ
ー

ツ
ク
か
ら

ヤ
ク
ー

ツ
ク
ま

で
行

っ
た
時
、
善
六

が

ロ
シ

ア
正



教

の
洗
礼

を
受

け
る
予
定

に
し
た
ら
し

い
。
帰
化

す
る
の
は
イ
ル
ク
ー

ツ
ク
に
到
着

し
て
か
ら

二

ヵ
月

後

の
事

で
あ

り

ま

し

た

。
こ

の
後

、
善

六

は
ピ

ョ
ト

ル

・
キ

セ

リ

ョ

フ

(自
①
↓
b
野

o
曾

Φ
じu
)
と

名
乗

っ
て

い
ま

し
た
。
後

で
イ

ル
ク
ー

ツ
ク
の
日
本
語
学
校

の
教
師

で
も
あ

っ
て
、
時

々
通
訳

者

の
仕
事
を
引
き
う
け

て
、
貿
易
を
も
し
ま
し
た
。

レ
ザ

ノ

ブ
は

ロ
シ

ア
か
ら
出
発

し

て
、
帰
国

の
道
を
選

ん
だ
漂
流
民

の
四
名
と
共

に
善

六
を

選
び
ま
し
た
。
使
節

の
決
定

の
理
由
は
善

六

の
通
訳
と
し

て
の
高

い
水
準

で
し
た
。
け
れ
ど
も
、

レ
ザ

ノ

ブ
の
意
見

は
変

わ
り
ま
し
た
。
そ

の
変
化

の
理
由
は
使
節

の
手
紙

に
次
ぎ

の
様

に
説

明

さ

れ
て

い
ま
す
。
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『通
訳
書
記
官

と
し
て
私
が

預
か

っ
て

い
た
キ

セ
リ

ョ
ー

フ
を

イ

ル
ク
ー
ツ
ク
に
戻
す

こ
と

に
し
ま
し
た

。

彼

は
き

っ
と
イ

ル
ク
ー
ツ
ク

の
日
本
語
学
校

の
た

ぬ
に
役
に
立

つ
で

し

ょ
う

。
彼

の
行

動
は

い
つ
も
称
賛

に
値
す

る
も

の
で
し
た

。
し
か
し
他

の
日
本
人
た
ち
が

、
キ

セ
リ

ョ
ー
フ
が
洗
礼
を

受

け
た

こ
と
で

、
彼

に
対
し
て
憎
し

み
を
感

じ
、
彼

が
罰
せ
ら
れ

る
で

あ
ろ
う
と
呪
う

の
を
見

て
、
私

は
彼
を

ロ
シ
ア

に
残
す

こ
と

に
し
ま
し
た
。
私

に
し
て
み
れ
ば

、
焚
要
な
人
間

が

い
な
く
な

っ
て
し
ま
う

の
が

と
て
も
残
念
で

し

か
た
が
あ
り
ま
せ
ん

。
私
は

ニ
コ
ラ
イ

・
ル
ミ

ャ
ン
ツ

ェ
フ
伯
爵

に
対
し

て
、
キ

セ
リ

ョ
ー

フ
が

こ
の

一



年
間
、
私

の
た

ぬ
に
精

一
杯
働

い
て
く

れ
た

報
酬

と
し
て
、

二
百

ル
ー
ブ

ル
を
支

払

っ
て
く

れ
る
よ
う

に

　

お
願

い
の
手
紙
を
書
き
ま
し
た
』

日
露
関
係

に
お
け
る
、
善

六

の
役
割
は
た
か
く
、
大
黒
屋
光
太
夫

の
役
割

と
比

べ
る
事

が

で

き
ま
す
。
彼

の
子
孫

デ
ィ
ミ
ト
リ
イ

・
キ

セ
リ

ョ
フ
は
昭
和

三
年

に
函
館

ソ
連
領
事

に
な
り
ま

し
た
。
彼

は
子
供
時
代

に
善
六

の
運
命

に

つ
い
て

の
話
を
聞

い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

十
三
.
日
本
語

の
方
言
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ロ
シ

ア
の
領

土
に
漂
着

し
た
日
本
漂
流
民
は
様

々
な
藩

の
出
身

で
あ
り
ま

し
た
。
田
舎

の
水

夫

で
、

日
本

の
標
準
語

を
話
す

こ
と
が

で
き
ず
、

ロ
シ
ア

の
日
本
語
学
校

の
教
師

と
し

て
慣

れ

た
方
言

の
言
葉
を

つ
か

い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ゴ

ン
ザ

の
資
料

に
は
薩
摩
方
言

が
あ
ら
わ
れ

ま
す
、
さ

ん
ぞ
う

(心
)
1

う
ぐ

ゆ
す

た
く
さ

ん

(沢
山
)
1

た
く

せ

ま

ゆ

(眉
)
ー

め

の
け



タ
タ
リ
ノ

ブ
の
辞
典

に
は
南
部

の
方
言

が
あ

ら
わ
れ
ま
す
、

お
ま
え
ー

お
ま

い

ひ
と

つ

(
一
)
1

ふ
と

つ

う

さ
ぎ

(兎
)
i
う

さ
ん
ぎ

ふ
く

ろ

(袋
)
1

ふ
ぐ

ろ

新
藏

の
教
育
資
料

に
伊
勢
方
言

が
あ

ら
わ
れ
て

い
ま
す
、

は
は

(母
)
1

ふ
あ
ふ
あ

く
ち

(口
)
1
く

じ

』

お
ま
え

(お
前
)
1

お
ま

い

4

し
た

(下
)
1

ひ
た

漢
字

・
仮
名

で
書

い
た
言
葉

の
発
音
は
分

か
り

に
く

い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
理
由

で

ロ

シ

ア
文
字

で
書

か
れ
た
言
葉

は
方
言
学
者

の
資
料
と

し
て
価
値

の
高

い
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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平

成

十

一
年

第

五

十

一
回

正

倉

院

、

奈

良

国

立

博

物

館

、

八

頁

。

山

下

恒

夫

編

、

『
石

井

研

堂

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

江

戸

漂

流

記

総

集

』

第

六

巻

、

日

本

評

論

社

一
九

九

三

年

、

七

八

頁

。

高

野

明

著

、

『
日

本

と

ロ

シ

ア

』

「
精

選

復

刻

紀

伊

國

屋

新

書

」
、

東

京

、

紀

伊

国

屋

書

店

、

一
九

九

四

年

、

一
六

頁

。

《
国
O
Gq
竃
O
弓
b
9
9
国
国
一
〇
刈
O
●
昏

国
り
斜

り
旨
9
り
O
自
①
寓
P
国

囚
σ
Gσ
窰
O
り
b
①
兮

隅
鉾

O
国
b
①
4
ゲ

O
目
目
O
鋤
口
目
①

O
Φ
弓
O

O
切
Φ
目
9

ω
Φ
ζ
①
員
♂

国

弓
O
O
鴇
員
曽
b
O
↓
bu

しd
①
員
昌
内
鵠
×
》
℃
○
目

0
●し

○○
刈
○◎
-一
〇◎
○◎
一
・

○
口
曽
兮

簿
b
閏
陣

コ

冖

鴇
○
口
鵠
O
曽
=
口
Φ

口
Φ
b
bd
げ
田

4
鋤
O
目
口

切
∩
Φ
昌
①
=
=
甑
炉

国
寓
①
=
鴇
①
ζ
O
酥

〉
ω
鵠
員

切

=
①
邸

菌
①

O
O
O
目
O
国
↓

匿

↓
P
陣
O
国
O
Φ

り
O
O
図
泪
鋤
b
O
↓
ゆ
O

O

口
b
O
4
国
髯
国

Φ
り
O

H
O
b
O
員
嘗

国

口
娼
O
切
鵠
口
月
鵠
炉

諮

gσ
㊤
国
7

一
㊤
H
ρ

村

山

七

郎

著

、

『
漂

流

民

の

言

語

』
、

吉

川

弘

文

館

、

一
九

六

五

年

、

五

頁

。

高

野

明

著

、

『
日

本

と

ロ

シ

ア

』
、

五

四

i

五

五

頁

。

村

山

七

郎

著

、

『
漂

流

民

の

言

語

』
、

一
〇

頁

。

村

山

七

郎

扁

、

ゴ

ン

ザ

編

、

A

・
1

・
ボ

グ

ダ

ー

ノ

ブ

指

導

。

『新

ス

ラ

ヴ

・
日

本

語

辞

典

』
、

日

本

版

、

ナ

ウ

カ

、

一

九

八

五

年

、

七

頁

。

村

山

七

郎

著

、

前

揚

書

、

二

四

頁

。

現

在

、

ゴ

ン

ザ

の
教

育

資

料

は

ロ

シ

ア
科

学

ア

カ

デ

ミ

ー

東

洋

学

研

究

所

サ

ン

ク

ト

・
ペ

テ

ル

ブ

ル

グ

支

部

の

古

文

書

部

に

保

存

さ

れ

て

い

る

。

目
od
p。
=
o
bd

口
こ

勺
蝉
o
口
o
b
訟
舅
①
国
国
ぬ

口
①
目
b
9

しu
①
昌
目
国
o
目
o

o
α

o
α
団
4
①
=
目
口

ゆ

勺
o
o
o
国
国

国
口
o
=
O
国
O
窰
団

凶
oσ
ぴ
閑
ざ

《
じu
㊦
o
目
ロ
ー

口
内

国
ぞ目
①
b
9
目
O
b
O
内
O
同
O

勺
団
o
O
閑
o
り
O

り
①
O
り
b
鋤
9
旨
4
①
∩
宍
o
弓
O

O
α
日
①
O
目
ゆ
鋤
》
」

Oo
㎝
ω
噸
タ

く
目
H
鴇
詞
=
・
ω
鴇
O
●
9

口
①
冒

o
口
ω冨

ζ

ぴ
蕁

q

崗

⑩
・
J

・
A

・
コ

メ

ニ

ウ

ス

『世

界

図

絵

』
、

井

ノ

ロ

淳

三

訳

。

平

凡

社

、

一
九

九

五

年

。

大

熊

良

一
著

、

『
幕

末

北

方

関

係

史

考

』
、

近

籐

出

版

社

、

一
九

九

〇

年

、

八

～

九

頁

。
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旨

Ω
・
0
8

軽

・
じd
①
目

①
蒔

巨

鐙
Φ
旨

Φ
ぎ
Φ
『
帋

冨

§

寄

隆

8

冨

口
幻
①
ド
げ
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冒

箒
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ミ
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Q。
け

勺
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『
ωげ
霞
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ミ

9

ω
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宀
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●

e
§

ま

①
肩

w
①
・
山
こ

孑

。
罠

o
-自

o
題

国
国
Φ

o
目

o
日
①
霞

国

巴

①
リ
コ

。。
誤

目

`
ζ

o
霞

芻

し

㊤
①
O
℃
。
・
ω
ω
・

倉

零

罠

。
=
》
冨

。
罠

。
自

。
国
矣

§

密

碧

雷

肆

↓
g

田

8

9。
』

ω
尽

霞

①

↓
①
詈

蠧

目

呂

①
莓

自
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冪

○
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ζ

o
自
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国
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自
口
㊤
爵

●

桂

川
甫

周

編

著

・
龜

井

高

孝

校

訂

、

『
北
槎

聞
略

』
、

吉

川

弘

文

館

、

一
九

八
九

年

、

二

二
頁

。

龜

井

高

孝

、

『光

太
夫

の
悲

恋

』
、

吉

川

弘

文

館

、

一
九

六

六

年

。

ぎ

Φ
国
o
躄

碧

勺
o
ζ
臣

o
切
田

しu
o
b
o
宦

o
じd
(
一
刈
ら
一
1一
〇Q
O
α
)
噂

貿

易

省

長

。

『北

槎

聞

略

』
、

四

二

頁

。

旨

霞

。
臣

暑

匿

碧

①
①
ロご
田

切
①
。。
0
8
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***発 表を終えて***

四十三年前、鎖 国時代 日本の写本 の大文庫 を初めて調 査 させて も らい

ました。 これ は当時 のソ連科学ア カデミー東洋学研究所 レニ ングラー ド

支部 の日本写本 コ レクシ ョンで した。 その中で 日露 関係 の資料 を四 ・五

点 を見つけた事が あ ります 。桂 川甫周著 『北槎 聞略』、大槻 玄沢著 「環

海異 聞』、ヴ ァシリィ ・ゴロウニ ン著 『遭厄 日本紀事』(鎖 国時代 日本語

の翻訳)が 目につ きました。

数 十年 間日本古典文学並 びに伝 統的な文化 を研 究する なかで、あ らゆ

るロシアの図書館 と古文書 で初期 の 日露文化 関係 の記録 を捜 して きまし

た。

今 年、 日文研 のお陰で 『環海異 聞』の翻訳が出来 る事 にな りました。

様 々な記録 の調査 を行 うなかで江 戸時代の 日露関係が さ らに明 らか にな

りま した。

今 回の 日文研 フォーラムの話は調査結果の報告 にな ります。調査 をさ

せ ていただいた 白幡洋三郎 先生 をはじめ 日文研のス タッフの皆様 に感謝

いた します。

丿
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日文研 フォーラム開催一 覧

!

回 年 月 日

、

発 表 者 ・ テ ー マ

1
62.10.12

(1987)

アレッサ ンドロ ・バロータ(ピ サ大学助教授)

AlessandroVALOTA

「近代 日本 の社 会移動 に関す る一、二 の考察」

2
62.12.11

(1987)

エンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文 研客員助教授)

EngelbertJORIβEN

「南蛮 時代 の文書 の成立 と南蛮学の発展」

③
63.2.19

(!988)

リーA.ト ンプソ ン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲 の近代化」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マ ライー二(日 文研 客員教授)

FoscoMARAINI

「庭園 に見 る東西文 明のちがい」

⑤
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChi1

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ ィーン大学教授)

SeppLINHART

「近世 後期 日本の遊 び一拳を中心 に一」

⑦
63.!0.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学 助教授)

SusanNAPIER

「近代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」

⑧

㌧

63.12.13

(1988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教 授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世の女性 一恵信 尼の書簡 一」
ノ



⑨

〆

元.2.14

(1989)

、

厳 安生(北 京外国語学院 日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治 日本」

⑩

}

元.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪

一

元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教 授)

SuzanneGAY

「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会の 自由とその限界一」

⑫
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工 芸繊維大学助教授)

H:SIAGang

「インタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪 瀬

直樹著『日本凡人伝』を手 掛 りに一」

⑬
元.7。11

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ン ト(東 洋大学助教授)

ErnstLOKOWANDT

「国家神 道を考え る」

⑭
元.8.8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世 界文学研究所 教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研究 の問題点」

⑮
元.9.12

(1989)

ハル トムー ト0 .ロ ーターモン ド

(フ ランス国立高等研究院教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期における疱瘡神 と疱瘡絵の諸 問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮

(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期日本に来た中国人」

⑰

丶

元.1!.14

(1989)

ジェフリー ・ブロー ドベン ト(ミ ネソタ大学助 教授)

JeffreyBROADBENT

「地域 開発政 策決定過程を通 してみた 日米社会構 造の比較」
丿



⑱

广 1

元.12.12

(1989)

、

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の国際化の展望 と外国人労働者問題」

⑲
2.1.9

(1990)

ス ミエ ●ジョー ンズ(イ ンディアナ大学準教授)

SumieJONES

「レトリックとしての江戸」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

CarlBECKER

「往生一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4,10

(1990)

グラントK。 グ ッドマ ン

(カ ンザ ス大学教 授 ・日文研客員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘れ られた兵士 一戦争中の 日本 に於 けるイ ンド留学 生」

22
2.5.8

(1990)

イア ン ・ヒデオ ・リー ビ

(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文研客員 助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人 麿 と日本文学 における『独 創性 』について」

23
2.6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学 助教授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話 の解体」

⑳
2.7.10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一中国と日本」

⑳

㌧

2.1G.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リーハイ大学助教授)

KennethKRAFT

「現代 日本 における仏教 と社会活 動」

丿



2.11.13

(1990)

、

アハ マ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講 師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説 にお ける主従関係

の比較」

⑳
3,1,8

(1991)

カ レル ・フィアラ

(カ レル大学 日本学科長 ・日文 研客員助教授)

KarelFIALA

「言語 学か らみた「平 家物語 ・巻一』の成立過程 」

⑳
3.2.12

(1991)

ア レクサ ン ドルA.ド ー リン

(ソ連科学 アカデ ミー東洋 学研究所上級研究 員)

AleksandrA.DOLIN

「ソ ビエ ットの 日本文学翻 訳事情 一古典か ら近 代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウイ ー べP.カ ウ テル ト(ワ ーゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)

WybeP.KUITERT

「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパ の 日本 庭 園 情 報

一ゲ オル グ ・マイ ス テル の旅 一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ

(ワル シャワ大学教 授 ・日文研客員教授)

Miko㎏jMEI.ANOWICZ

「ポーラン ドにおける谷崎潤一郎文学」

32
3.5.14

(1991)

ベ ア トリスM .ボ ダ ル ト ・ベ イ リー(オ ース トラ リア国 立

大 学 リサ ーチ フェ ロー ・日文 研 客 員助 教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三 百 年 前 の京 都 一 ケ ンペ ルの上 洛 記 録 」

⑳
3.6、!1

(1991)

サ トヤB.ワ ル マ

(ジ ャワハ ル ラー ル 。ネー ル大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

Satya.B.VERMA

「イ ン ドにお け る俳 句 」

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン ・ベルン ト(フ ンボル ト大学教授 ・日文 研客員教授)

JαrgenBERNDT

「ドイツ統合 とベル リンにおける森鵬外記念館」
ノ



⑮

r

3.9.10

(1991)

、

ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大 学助教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間 の日本 とビルマの関係」

⑯
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌における日本人のイメー ジ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)

SHINYong・tae

「日本語 の起源
一日本語 ・韓国語 ・甲骨文字 との脈絡 を探 る一」

⑱
3.12.10

(199!)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教における韓国佛教の役割」

⑲
4.1.14

(1992)

サ ウィ トリ・ウィシュワナタン

(デ リー大学教授 ・日文研客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イン ドは 日本 か ら遠 い国か?一 第二次大戦後 の

国際情勢 と日本のイ ンド観の変遷 一」

40
4.3.10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)

Jean-JacquesORIGAS

「正岡子規 と明治の随筆」

⑪
4.4.14

(1992)

リブシェ ・ボハ ーチコヴ ァー(プ ラハ国立博物館 日本美術

元 キュレーター ・日文研客員教授)

Libu忌eBOHA6KOvA

「チ ェコスロバキアにおける日本 美術」

4,5.12

(1992)

1

ポール ・マッカー シー(駿 河台大学教授)

PaulMcCARTHY

「谷 崎文学の 『読 み』と翻訳:ア メ リカにおける

最近の傾 向」i
ノ



4.6.9

(1992)

、

G.カ メロン ・バース ト皿(ニ ュー ヨーク市 立大 学 リーマン

広 島校学長 ・カ ンザス大学東ア ジア研究所長)

G.CameronHURST皿:

「兵 法か ら武芸 へ一徳川時代 における武芸の発達 一」

44
4.7.14

(1992)

杉 本 良 夫(オ ース トラ リア ・ラ トローブ大 学教授)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラリアか ら見 た日本社会」

⑮
4.9.8

(1992)

王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研

客員助教授)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

(1992)

李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

LEEYoungGu

「直観 と芭蕉の俳句」

㊨
4.11.10

(!992)

ウ ィリアムD.ジ ョンス トン

(米 国 ・ウェス リア ン大学 助教 授 ・日文研客員 助教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考 一 「黴毒』 の医学 的 ・文化 的概念 の形成」

⑱
4.12.8

(1992)

マノジュL .シ ュレスタ(甲 南大学経 営学部講 師)

ManojL.SHRESTHA

「アジアにお ける日系企業の戦 略転 換
一技術移転 をめぐって一」

⑲
5.1.12

(1993)

朴 正義

(圓光大学校 師範大学副教授 ・日文研来訪研 究員)

PARKJung-Wei

「キ リス ト教受容 における日韓:比較」

5.2.9

(!993)

マーティン ・コルカ ッ ト

(米 国 ・プ リンス トン大学教授 ・日文研客員教授)

MartinCOLLCUTT

「伝説 と歴史の間 一北條政子 と宗教」
丿



⑪

广

5.3.9

(1993)1

、

清 水 義 明(米 国 ・プ リンス トン大 学 マー カ ン ド栄 誉 教授)

YoshiakiSHIMIZU

「チ ャールズL.ブ リアー(1854～!919)と ブ リアー美術館

一米 国 の 日本 美術 コ レク シ ョンの一 例 と して 一」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学教授 ・日文研来訪研究員)

KIMChoonMie

「日本近代知識人の思想と実践一有島武郎の場合一」

53
5,5.11

(1993)

タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)

TakieSUGIYAMAI.EBRA

「皇 太子 妃選択の象徴性
一旧身分文化 との関連 を中心 と して 一」

54

姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教授)

5.6.81H.W.KANG

(1993)i「 変革 と選択:10世 紀の 日本 と朝鮮

1一 科 挙制度 をあ ぐって一」
i

⑮

1

5.7.13

(1993)

ツベ タナ ・ク リステワ

(ソ フィア大 学教授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙の語 り 一 平安 朝文学 の特質 一」

⑯
5.9,14

(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)

KIMYong・Woon

「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オロフG.リ ディン

(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研客員教授)

OlofG.LIDIN

「徳川 時代思 想における荻生徂徠 」

⑱

㌧

5.11.9

(1993)

マヤ ・ミル シンスキー

(ス ロベニア・リュブ リアナ大学助 教授 ・日文研客員助教 授)
)

MajaMILCINSKI

「無常観 の東西比較」

ノ



5.12.14

(1993)

、

ウィ リー ・ヴァン ドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴァン ・

カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWALLE

「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」

60
6.1.18

(1994)

J。マーティン・ホルマン

(ミシガン州立大学連合 日本センター所長)

J.MartinHO:LMAN

「自然と偽作 一井上靖文学における 『陰謀』一」

61
6,2.8

(1994)

マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデミー東洋1学研究所研究員)

MayaGERASIMOVA

「外か ら見 た日本文化 と日本文学
一俳句の可能性 を中心 に一」

62
6.3.8

(1994)

オギュスタン ・ベルク

(フ ランス ・社会科学高等研究院教授 ・日文研客 員教 授)

AugustinBERQuE

「和辻哲郎 の風土論の現代性」

⑬
6.4.!2

(1994)

リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立 大学助教授)

RichardTORRANCE

「出雲地 方 に於 ける読み書 き能 力 と現代 文学、1880～1930」

64
6.5.10

(1994)

シルバーノD.マ ヒウォ

(フ ィリピン大学 アジア ・セ ンター準教授)

SylvanoD.MAHIWO

「フィリピンにおける日本現 状紹介の諸 問題」

65
6.6.14

(!994)

劉 建輝

(中国 ・南開大学副教授 ・日文研客員助教授)

LIUJianHui

「『魔都』体験一文学における日本人 と上海」

6.7.12

(1994)

チャールズJ.ク イ ン

(オハ イオ州立大学準教授 ・東北大学客員教授)

Cha「lesJ.QUINN

「私の 日本語発見一王朝文 を中心 に一」

ノ



6.9.13

(1994)

、

フランソワ ・マセ

(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客 員教 授)
'

FrancoisMACE

「幻の行 列 一秀吉の葬送儀礼 一」

⑱
6.11.15

(1994)

賈 惠萱

(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)

JIAHui.xuan

「中日比較食文化論 一健康的飲食法の研究一」

69
6.12.20

(1994)

彭 飛

(日本学術振興会特別研究員)

PENGFei

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

⑩
7.!.10

(1995)

ミハ イル ・ウス ペ ンスキ ー

(エ ル ミター ジュ美 術 館 学芸 員 ・日文 研 客 員 助 教 授)

MichailV.USPENSKY

「根 付 一 ロ シア・エル ミター ジュ美 術 館 の コ レク シ ョンを

中心 に 一」

⑪
7.2.14

(1995)

厳 紹盪

(北京大学教授 ・日文研客員教授)

YANShaoDang

「記紀神話における二神創世の形態一東アジア文化とのか

かわり一」

⑫
7.3.14

(1995)

王 家騨

(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)

WANGJiahua

「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」

⑬

㌧

7.4,11

(1995)

ア リソン ・トキタ

(オース トラリア ・モナシュ大学助 教授 ・日文研客員助教授)

AlisonTOKITA

「日本伝統 音楽 における語 り物の系譜 一旋律型 を中心 に 一」

丿



⑭

广

7.5.9

(1995)

、

リュ ドミーラ ・エルマ コーワ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所極 東文学課 長)

LioudmilaERMAKOVA

「和歌の起 源一神話 と歴史 一」

75
7.6.6

(1995)

バ トリシア ・フ ィス ター

(日文研客員助教授)

PatriciaFISTER

「近世 日本 の女性 画家たち」

76
7.7.25

(1995)

崔 吉城

(広 島大学 総合科学部 教授)

CHOIKil-Sung

「『恨』の 日韓比較 の一考察」

⑰
7.9.26

(1995)

蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)

SUDechang

「日中の敬語表現」

⑱
7.10.17

(1995)

李 均洋

(西北大学副教授 ・日文研来訪研究員)

LIJunYang

「雷神思想の源流 と展開一日・中比較文化考 一」

79
7.11.28

(1995)

ウ ィリアム ・サモニデス

(カ ンザス大学助教 授 ・日文研客員助教授)

WilliamSAMONIDES

「豊 臣秀吉 と高台寺 の美術」

⑳
7.12.19

(1995)

タチヤーナL.ソ コロワ=デ リュー シナ

(翻訳家 ・日文研来訪研究員)

TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA

「俳句 の国際性 一西 欧の俳句 についての一考察 一」

8,1.16

(1996)

ジョン ・クラーク

(シ ドニー大学助教授 ・日文研 客員助教授)

JohnCLARK

「日本 の近代性 とア ジア:絵 画 の場合」

丿



⑫

厂

8.2.13

(1996)

、

ジェイ ・ルー ビン

(ハ ーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)

JayRUBIN

「京 の雪、能 の雪」

83
8.3.12

(1996)

イザベル ・シャ リエ(神 戸大学国際文化学部 外国人教 師)

IsabelleCHARRIER

「日本近代美 術史の成立 一 近代批評 における新語 一」

⑭
8.4.16

(1996)

リース ・モー トン

(ニューキ ャッスル大学教授 ・日文研客員教 授)

LeithMORTON

「日本近代文 芸にお けるゴシック風 小説 」

⑳
8.5.28

(1996)

マーク ・コウディ ・ポール トン

(ヴ ィク トリア大学助教授 ・日文研客員助教授)

MarkCodyPOULTON

「能 における 『草木成仏』 の意味」

⑳
8.6.11

(1996)

フランシスコ ・ハ ビエル ・タブ レロ

(慶 應義塾大学訪問講師)

FranciscoJavierTABLERO

「社 会的構築物 と しての相撲」

87
8.7.30

(1996)

シル ヴァン ・ギニヤール(大 阪学 院大学助教授)

SilvainGUIGNARD

「筑前 琵琶 一 文化 を語 る楽器」

88
8.9.10

(1996)

ハーバー トE .プ ルチ ョウ

(カ リフォルニア大学 ロサンゼルス校教授 ・日文研客員教授)

HerbertE.PLUTSCHOW

r怨 霊 の領域」

⑳

L

8.10.1

(1996)

王 秀文(中 国 ・東北民族学院助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiu-wen

「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシャクシにまっわ る民間信仰 一」

ノ



8,11.26

(1996)

、

王 宝平(中 国 ・杭州大学 日本文化研究所副所長 ・

日文研客員助教授)

WANGBaoPing

「明治前期に来 日した中国人の外交官たちと日本」

⑪
8.12.17

(1996)

陳 生保(中 国 ・上海外国語大学教授 ・日文研客員教授)

CHENShenBao

「中国語の中の日本語」

⑫
9.1.21

(1997)

アレキサ ンダーN.メ シェ リャコフ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所教 授 ・日文研来訪

研究員)

AlexanderN.MESHCH:ERYAKOV

「奈良時代の文化 と情報」

93
9.2.!8

(1997)

郭 永詰(韓 国 ・漢陽大学文科大学長 ・日文 研客 員教授)

KWAKYoung-Cheo1

「言語か ら見た 日本」

94
9.3.18

(1997)

マ リア・ロ ドリゲス・デル・ア リサル(ス ペイ ン・マ ドリー ド

国立外国語学 校助教授 ・日本学研究所所長)

MariaRODRIGUEZDELALISAL

「弁当 と日本文化」

⑮
9.4.!5

(1997)

ミケーレ ・マル ラ(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校

準教授 ・日文 研客員助教授)

MicheleF.MARRA

「弱 き思惟 一 解釈学 の未来 を見なが ら」

⑯
9.5.13

(1997)

デニス ・ヒロタ(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主任翻訳家
バークレー仏教研究所準教授)

DennisHIROTA

「日本浄土思想 と言葉
一 なぜ一遍が和歌 を作 って

、親鸞が作 らなか ったか」

⑰

㌧

9.6.10

(1997)

ヤ ン ・シコラ

(チェコ ・カレル大学 助教 授 ・日文研客員助教 授)

JanSYKORA

「近 世商人の世界 一三井高房 『町人考見録』 を中心 に一」
丿



9.7,8

(1997)

、

鶴 田 欣也(カ ナダ ・ブリティッシュコロンビァ大学教授 ・

日文研客 員教 授)

KinyaTSURUTA

「向 こう側の文学 一近 代か らの再生 一」

⑲
9.9.9

(1997)

ポー リン ・ケ ント(龍 谷大学助教授)

PaulineKENT

「『菊 と刀』 の うら話」

100
9.10.14

(1997)

セオ ドア ・ウィ リアム ・グーセ ン

(カナダ ・ヨーク大 学準教授 ・日文研客 員助教 授)

TheodoreWilliamGOOSSEN

「『日本文 学』 とは何か一21世 紀 に向か って」

⑭
9.!1,11

(!997)

金 禹 昌KIMUchang

(韓国 ・高麗大学校文科大学教授 ・日文研客 員教授)

リヴィア ・モネ:LiviaMONNET

(カ ナダ・モ ントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

カール ・モスクCarlMOSK

(カナダ ・ヴィク トリア大学教授 ・日文研客員教授)

ヤン ・シコラJanSYKORA

(チ ェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研 客員助教授)

鶴 田 欣也KinyaTSURUTA(カ ナダ ・ブリティッシュ

コロンビア大学 教授 ・日文研 客員教 授)

パネルデ ィスカッション

「日本 および日本人 一外か らのまなざし」

102
9.12.9

(1997)

ジョナ ・サルズ(龍 谷大学助教授)

JonahSALZ

「猿か ら尼 まで 一狂言 役者 の修業」

10,1.13

(1998)

姜 信杓

(韓国 ・仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員

教授)

KANGShin-pyo

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」
丿



!

@
10.2.10

(1998)

、

高 文漢

(中国 ・山東大学教授 ・日文研客員教授)

GAOWenhan

厂中世禅林の異端者一一休宗純とその文学」

105
10.3.3

(1998)

シュテファン ・カイザー(筑 波大 学教授)

StefanKAISER

「和魂漢才、和 魂洋才 一語彙 ・表記 に見 る日本文化の特性」

106
10,4.7

(1998)

ス ミエ ・ジョー ンズ

(米国 ・インデ ィアナ大学教授 ・日文研客 員教授)

SumieA.JONES

「幽霊 と妖怪 の江戸文学」

107
10.5.19

(1998)

リヴィア ・モネ

(カナダ・モ ントリオール大学準教授 ・日文 研来訪研 究員)

LiviaMONNET

「映画 と文学の間に一金井美恵子の小 説における映画的身体」

⑱
10.6.9

(1998)

島崎 博

(カナダ ・レスブ リッジ大学教授 ・日文研客員教 授)

HiroshiSHIMAZAKI

「化粧 の文化地理」

⑳
10.7.14

(1998)

丘 培培

(米 国 ・バ ッサー大学 助教授 ・日文研来訪研 究員)

PeipeiQIu

「なぜ荘子 の胡蝶 は俳諧 の世界 に飛 ぶのか
一 詩的イメージとしての典故 一」

10.9.8

(1998)

ブルーノ ・リーネル

(ス イス・チュー リッヒ大学講 師 ・ユ ング派精神分析 家 ・日

文研客員助教授)

BrunoRHYNER

「日本 の教 育がかかえ る問題点」

丿



♂

㊥
10.10.6

(1998)

、

アハマ ド・ムハマ ド・ファ トヒ ・モスタファ

(エ ジプ ト・カイロ大学講 師 ・日文 研客員助教 授)

AhmedM.F.MOSTAFA

「『愛玩 』 一 安岡章太郎 の 『戦後』のはじまり」

⑫
10.11.10

(1998)

ア リソン ・トキタ

(オース トラリア ・モナシュ大学助 教授 ・日文研客 員助教授)

AlisonMcQUEEN-TOKITA

「『道行 き』と日本文化 一 芸能 を中心 に」

113
10.12.8

(1998)

グレン ・フック

(英国 ・シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

GlennHOOK

「地域主義 の台頭 と東 アジアにおける日本の役割」

⑭
11.1.12

(1999)

杜 勤

(中国 ・華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

DUQin

「『中』のシンボリズムにっいて一宇宙論からのアプローチ」

115
11,2.9

(1999)

シーラ ・ス ミス

(米国 ・ボス トン大学助 教授 ・日文研客員助教授)

SheilaSMITH

「日本の民主主義 一沖縄か らの挑戦」

⑬
11.3.16

(1999)

エ ドウィンA.ク ランス トン

(米国 ・ハーバー ド大学 教授 ・日文研客員教授)

EdwinA.CRANSTON

「うたの色 々:翻 訳は詩歌の詩化 または死化?」

⑫

㌧

11.4.13

(1999)

ウィ リアムJ.タ イラー

(米 国 ・オハ イオ州立大学助教授 ・日文研客員助教授)

WilliamJ.TYL、ER

「石川淳著 『黄金傳説』 その他 の翻訳 について」

丿



r 、

金 知見

⑱
11.5.11

(1999)

(韓国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

KIMJiKyun

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」

マ リア ・ヴォイ ヴ ォデ ィ ッチ

119
11.6.8

(1999)

(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担 当課長 ・

日文研客員助教授)

MarilaVOJVODIC

「言葉いろいろ一日本の言葉に反映された文化の特徴一」

リー ス ・幸 子 滝

(米 国 ・ケ ドレン精神 衛生 センター箱 庭療法 トレーニ ング

@
11.7.13

(1999)

コンサル タント・日文研客員助教授)

REECESachikoTaki

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴

力」

宋 敏

@
11.9.7

(1999)
(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

SONGMin

「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」

ジ ャン ノエル ロベ ール

122 11.10.12 (フランス ・パ リ国立高等研究院教授 ・日文研客員教授)

(1999) Jean-No61A.ROBERT

「二十一世紀の漢文一死語の将来一」

ヴ ラデ ィス ラブ ニ カ ノロ ヴ ィッチ ゴ レグ リャー ド

②
11.11.16

(1999)

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所 サ ンク トペテル ブル

ク支部極東部長 ・日文研客員教授)

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

「鎖国時代のロシアにおける日本水夫たち」

楊 暁捷

@
11.12.14

(1999)

(カナダ ・カルガ リー大学準教授 ・日文研客 員助教授)

X.JieYANG

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」

㌧ ♂



r 丶
エ ミリア ガデ レワ

(日文研中核的研究機関研究員)

⑭
12.1.11

(2000)
EmiliaGADELEVA

「年末 ・年始の聖なる夜一西欧 と日本 の年末 ・年始の行事の比

較的研究一」

李 応寿

12.2.8 (韓国 ・世宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)
126

(2000) LEEEungSoo

「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子 を中心 に一」

ア ンナ マ リア トレー ンハ ル ト

12.3.14 (ドイッ ・デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)
127

(2000) 血naMariaTH舳 ㎜T

「皇室 と日本赤十字社 の始まり」

ペ ッカ コル ホネ ン

⑳
12.4.11

(2000)

(ブインラン ド・ユ ワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)

PekkaKORHONEN

「アジアの西の境」

金 貞禮

12.5.9 (国立全南大学校副教授 ・日文研客員助教授)
129
(2000) K【MJeong-Rye

「五 ・七 ・五、 日本 と韓 国」

ケ ネス リチ ャー ド

(県立長崎 シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

③
12.6.13

(2000)
KennethLHC㎜

「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅

サ ダキチ ・ハ ル トマ ン(1867-1944)と 倉 場 富三 郎(1871-1945)」

リ ュ ドミラ ホロ ドヴ ィ ッチ

12.7.ll (ブルガ リア ・ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)
131

(2000) LyudmilaHOLODOVICH

「お盆 と正教 の五旬祭一比較的なアプローチー」

マ ー ク メ リ

@
12.9.12

(2000)

(国際 日本文化研究セ ンター外来研究員)

MarkMELI

「「物のあはれ」 とは何 なのか」
L ノ



〆 丶
リチ ャー ド ル ビ ンシ ャー

12.10.10 (イ ンディアナ大学教授 ・日文研客員教授)
133

(2000) RichardRUBINGER

「読み書 きで きなかったのは誰か一明治の日本」

辛 容泰
12.11.14 (東国大学校 日本文化研究所研究員 ・日文研客員教授)

134

(2000) SHINYong-tae

「日本語の 「カゲ(光 ・蔭)」 外一 日本文化のルーツを探 る一」

蔡 敦達

12.12.12 (同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)
135

(2000) CA[Dunda

「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」

バ ル ト ガー ンズ

13.2.6 (日文研中核的研究機関研究員)
136

(2001) BartGAENS

「長者 の山一近世的経営の 日欧比較一」

ポー ル グ ロー ナー

13.3.6 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)
137

(2001) PaulS.GRONER

「仏教 の戒律 とは何か?」

李 卓
13.4.10 (南開大学教授 ・日文研客員教授)

138

(2001) LIZhuo

「中日姓名の比較について一親族の血縁 性と社会性一」

エ ッケハ ル ト マ イ

13.5.8 (ドイツ ・フランクフル ト大学教授 ・日文研客員教授)
139

(2001) EkkehardMAY

「西洋における俳句の新 しい受容へ」

徐 蘇斌

(日文研外国人研究員)
13.6.12

140
(2001)

XUSubin

「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬 日と人民

大会堂一」
戛 ノ

○は報告書既刊

なお、報告書の全文 をホームページで見 るこ とが 出来 ます。

http://www.nichibun.acjp/dbase/forum.htm



*******

発 行 日2001年6月26日

編集発行 国際 日本文化研究 セ ンター

京都 市西京 区御 陵大枝 山町3-2

電話(075)335-2048

ホー ムペー ジ:http://www.nichiburLacjp/

問 合 先 国際 日本文化研 究セ ンター

管理部 ・研 究協力課

*******

◎2000国 際 日本 文化研究 セ ンター







■ 日時

平成11年11月16日(火)

午後2時 ～4時

■ 会場

国際交流基 金 京都 支部
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